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12月７日に行われた雲仙市湯・ＹＯＵマラソン大会
１，４５７人のランナーが健脚を競いました



　
　
　

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

　
　
　

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
希
望
と
輝
き
に
満
ち

た
新
し
い
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い

も
の
で
、
本
年
は
、
雲
仙
市
が

誕
生
し
て
か
ら
４
度
目
の
新
春

を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

原
油
の
急
激
な
高
騰
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
や
観
光
業
を
基
幹

産
業
の
一
つ
と
す
る
本
市
に
と

り
ま
し
て
深
刻
な
影
響
を
受
け

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
市
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

の
生
活
の
維
持
安
定
の
た
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

生
産
資
材
等
の
高
騰
分
に
対
し

て
や
、
世
界
的
な
金
融
不
安
に

よ
る
中
小
企
業
の
皆
様
の
資
金

繰
り
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、

緊
急
に
経
営
安
定
化
を
図
る
た

め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
市
政

推
進
の
た
め
、
総
合
窓
口
の
開

設
を
は
じ
め
、
防
災
マ
ッ
プ
・

健
康
う
ん
ぜ
ん
21
・
地
域
さ
さ

え
愛
マ
ッ
プ
の
作
成
、
11
月
９

日
に
は
合
併
後
初
と
な
る
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流

人
口
の
増
大
を
目
的
に
干
拓
堤

防
仮
設
観
光
直
売
所
の
開
設
や

雲
仙
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
全

国
規
模
の
大
会
で
あ
る
、
全
国

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
行
い
、

多
く
の
来
場
者
を
集
め
、
本
市

の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
３

周
年
に
あ
た
る
10
月
11
日
と
翌

12
日
の
両
日
に
は
、
合
併
３
周

年
を
記
念
し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
別

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
や
「
市
民

運
動
会
」
を
開
催
し
、
市
民
皆

様
が
相
互
に
交
流
を
深
め
、
市

と
し
て
の
一
体
感
を
さ
ら
に
醸

成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

経
済
が
右
肩
上
が
り
の
時
代

が
終
焉
し
、
町
村
合
併
が
進
み

年頭のごあいさつ

新

雲仙市長

● 広報うんぜん
平成21年1月2



地
方
独
自
の
責
任
と
義
務
が
求

め
ら
れ
、
常
に
他
の
市
町
村
と

比
較
さ
れ
る
と
い
う
自
治
体
間

競
争
の
時
代
と
な
っ
た
今
、
雲

仙
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
皆
様
と
の
連
携
を
更
に
密
に

し
て
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓

く
強
い
意
志
に
よ
る
行
財
政
運

営
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
暮

ら
し
を
直
接
支
え
る
事
業
や
将

来
の
発
展
の
た
め
に
、
今
、
手

が
け
る
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
選
択
と
集
中
」
を
念
頭
に
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
・
県
に

依
存
す
る
こ
と
か
ら
、
私
の
政

治
信
念
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
政

策
集
団
と
し
て
、
「
提
案
す
る

市
政
」
の
実
現
に
向
け
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
本
年
は
、
時
代
の

変
化
や
市
民
の
期
待
に
的
確
に

対
応
で
き
る
行
政
の
実
現
を
目

指
し
、
市
の
事
業
に
つ
い
て
必

要
性
、
有
効
性
、
効
率
性
な
ど

の
視
点
か
ら
点
検
し
、
そ
の
結

果
を
市
政
の
各
分
野
に
反
映
す

る
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
、

更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
雲
仙
市
が
確
実

に
成
長
す
る
よ
う
、
将
来
を
見

据
え
「
市
民
主
役
」
「
市
民
総

参
加
」
を
旨
と
し
て
、
市
民
お

よ
び
市
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
、
安
心
、
そ
し
て
豊
か
で

活
力
あ
る
雲
仙
市
実
現
の
た
め
、

鋭
意
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

豊
富
な
経
験
と
高
い
見
識
を
も

っ
て
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
の
皆

様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

写真：妙見岳から橘湾を望む
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リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
た

カ
ラ
ダ
も
コ
コ
ロ
も

湯
っ
く
り

あ
た
た
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ゆ

国
民
宿
舎　

望
洋
荘

■新設された露天風呂（写真：男性用）

● 広報うんぜん
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（右上）内装を新しくした脱衣室（写真：男性用）
（右下）床や壁を改修し、明るくなった大浴場（写真：男性用）
（左上）新しく設置されたシャワー付の洗い場（写真：女性用）
（左下）１階の各広間も壁紙や畳を新しくしました

　

昨
年
の
10
月
か
ら
臨
時
休
業
し
、

改
修
を
行
っ
て
い
た
「
国
民
宿
舎
望

洋
荘
」
が
、
12
月
１
日
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

男
湯
、
女
湯
、
そ
れ
ぞ
れ
１
階
に
新

し
く
設
置
さ
れ
た
露
天
風
呂
。
青
空

や
星
空
の
下
、
温
泉
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
階
上
に
あ
る
展
望

露
天
風
呂
も
今
ま
で
ど
お
り
利
用
で

き
ま
す
。
大
浴
場
も
床
や
壁
が
改
修

さ
れ
、
明
る
い
雰
囲
気
と
な
り
、
シ

ャ
ワ
ー
付
の
洗
い
場
も
新
し
く
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
浴
の
前
後

も
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な
る
よ
う
、

脱
衣
室
や
１
階
の
各
広
間
、
ホ
ー
ル
、

廊
下
の
内
装
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
脱
衣
室
を
は
じ
め
、

館
内
す
べ
て
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
、

気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
「
望
洋
荘
」
に
ぜ

ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■国民宿舎　望洋荘（☎0957-74-3141）
　料金／○宿泊（１泊２食付）大人6,765円～、小人5,985円～
　　　　○日帰り入浴休憩（7:30～17:30）
　　　　　大人525円、小人262円、幼児105円、老人・障害者200円
　　　　○入浴のみ（16:30～21:30）
　　　　　大人315円、小人157円、幼児63円、老人・障害者200円
　泉質／ナトリューム・塩化物泉
　効能／神経痛、リューマチ、貧血、慢性婦人病、動脈硬化など
　※そのほか、お得な入浴回数券や各種プランもあります

5● 広報うんぜん
平成21年1月



【
地
方
自
治
功
労
】

　

町
田　

哲
也
（
千
々
石
町
）

　

松
尾　

久
米
夫
（
小
浜
町
）

【
社
会
福
祉
功
労
】

　

中
村　

和
喜
（
小
浜
町
）

　

林
田　

哲
夫
（
小
浜
町
）

　

豊
島　

美
繪
子
（
南
串
山
町
）

　

山
下　

ト
キ
（
瑞
穂
町
）

【
産
業
功
労
】

　

立
石　

俊
一
（
国
見
町
）

　

三
室
生
産
森
林
組
合

　

平
江
名
生
産
森
林
組
合

　

島
原
雲
仙
農
業
協
同
組
合
西
部
地
区
野
菜
部
会

　

農
事
組
合
法
人　

吾
妻
し
い
た
け
生
産
組
合

　

雲
仙
市
に
こ
ま
る
生
産
組
合

【
教
育
文
化
功
労
】

　

森
芳　

國
和
（
小
浜
町
）

　

森
下　

晃
英
（
小
浜
町
）

　

絵
本
の
森
の
会

　

お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

【
特
別
賞
】

　

下
村　

脩
（
ア
メ
リ
カ
・
本
籍　

瑞
穂
町
）

　

渡
邉　

秀
孝
（
国
見
町
）

　

奥
野　

勝
（
愛
野
町
）

　

雲
仙
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
国
見
支
部

　

小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

小
浜
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

　

瑞
穂
町
酪
農
組
合

　

岳
棚
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21

　

千
々
石
第
二
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

おめでとうございます
　平成20年雲仙市表彰式が12月14日、雲仙市議会議場において行われました。今回は、合併前も含めて、
各分野で特に功労並びに功績があった12人、13団体に表彰状と記念品が渡されました。
　表彰を受けられた皆さまは下記のとおりです。

私たちは
　考えます

● 広報うんぜん
平成21年1月6



第2回Unzen中学生会議（南串中学校会議）

国見高校生のエコ活動

　

会
議
の
最
後
に
、市
長
か

ら「
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ

り
、み
な
さ
ん
か
ら
自
然
や

環
境
の
大
切
さ
を
訴
え
て
ほ

し
い
。」ま
た
、「
人
生
は
敗
者

復
活
戦
で
あ
る
。負
け
る
こ

と
や
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、ど
う
か
、自
分
の
命
を
大

切
に
し
て
た
く
ま
し
い
人
間

に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
、力

強
く
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」（
公
園
や
公
民

館
、河
川
や
海
岸
な
ど
の
清
掃
活
動
）を
通

し
て
気
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
「
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、生
活
用
品
、

海
岸
に
は
釣
り
道
具
な
ど
の
ゴ
ミ
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
た
。ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
呼

び
掛
け
る
立
て
看
板
や
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て

ほ
し
い
」「
畑
に
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、家

に
戻
ら
な
く
て
済
む
の
で
、た
い
へ
ん
助
か

る
」「
南
串
山
町
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は
誘
致

で
き
な
い
か
」な
ど
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
な
ぜ
、市
長
に
な
っ
た
の
で
す
か
」

「
市
長
の
給
料
は
い
く
ら
で
す
か
」「
好
き
な

花
は
何
で
す
か
」な
ど
の
質
問
も
出
さ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
は
進
み
ま
し

た
。

　

身
近
な
問
題
を
も
と
に
自
分
た
ち
が
暮

ら
す
地
域
の
こ
と
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
、中
学
生
と
市
長
が
意
見
を
交

わ
す「
U
n
z
e
n
中
学
生
会
議
」。11
月

14
日
、2
回
目
と
な
る
今
回
の
会
議
に
は
、

南
串
中
学
校
の
3
年
生
が
参
加
し
、「
雲
仙

市
立
南
串
中
学
校
会
議
」が
、南
串
中
学
校

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

奥
村
市
長
の「
み
な
さ
ん
に
は
未
来
が
あ

る
。私
に
は
過
去
と
経
験
が
あ
る
。知
恵
と

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、3
年
生
44
名
が
10
月
1
日
か
ら

3
日
間
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
行
っ
た

南
串
山
町（
雲
仙
市
）の
た
め
に

何
が
で
き
る
か

私たちは
　考えます
私たちは
　考えます

　

国
見
高
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
地
域
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、11
月
19
日
行
わ
れ
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
長
浜
海
水
浴
場
や
高
校
付

近
の
道
路
清
掃
の
ほ
か
、近
く
の
保
育
園
に
出

向
き
、窓
ふ
き

や
溝
掃
除
な
ど

を
し
ま
し
た
。

気
温
が
低
く
風

も
冷
た
い
中
で

の
作
業
で
し
た

が
、真
剣
に
活

動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、20
日
に
は
、同
校
の
環
境
づ
く
り
事
務
局

と
生
徒
会
の
み
ん
な
が
、市
役
所
と
吾
妻
町
ふ
る

さ
と
会
館
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、来
庁
者
へ
エ
コ
バ
ッ

グ
と「
エ
コ
活
動
宣
言
カ
ー
ド
」を
配
り
、地
球
温

暖
化
防
止
の
啓
発
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

▲海岸に打ち上げられるゴミの多いこと!!

▼目指せ！脱・買い物袋

▲配られたエコバッグと
　エコ活動宣言カード

（表） （裏）
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Q
A

Q
A

Q
A

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
は
、
本
来
な
ら
ば
所
得

税
だ
け
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
制
改
正

に
伴
う
税
源
移
譲
（
※
）
に
よ
っ
て
、
現
在
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
（
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
、
控
除
を
受
け
て
い
る
人
）
で
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
申
告

に
よ
り
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
三
位
一
体
の
改
革
の
一
つ
で
、
地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
、

　

国
税
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ
税
源
が
移
し

　

替
え
ら
れ
る
こ
と

住宅ローン控除Ｑ＆Ａ
住宅ローン控除制度とは、住宅ローンを組んで新たに住宅を取得した場合
などに、一定の要件を満たせば支払った所得税の還付（または支払うべき
所得税の控除）を受けることができる制度です。

住民税の住宅ローンの
控除の対象は？

住民税の住宅ローンの
控除額はどう決まるの？

平成19年以降に入居した
場合はどうなるの？

給与所得者については、平成
20年分の給与所得の源泉徴
収票の摘要欄に「住宅借入金
等特別控除可能額」が記載さ
れ、その金額が同票の「住宅
借入金等特別控除の額」より
大きい場合

「住宅ローン控除可能額」と
「税源移譲前の税率を用いて
算出した所得税額」のいずれ
か少ない金額から「税源移譲
後の税率を用いて算出した所
得税額」を差し引いた金額

「住民税の住宅ローン控除」
は適用されません。確定申告
で最初に所得税の住宅ローン
控除を適用する際、「従来の
方式」と「控除率を引き下げ
て控除期間を延長する方式」
のどちらかを選択します

忘
れ
ず
に
申
告
を

●
申
告
に
必
要
な
も
の

　

・
「
市
町
村
民
税
道
府

　

県
民
税　

住
宅
借
入
金

　

等
特
別
税
額
控
除
申
告

　

書
」　

・
印
か
ん

●
申
告
方
法

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を

　

し
な
い
場
合

　

控
除
申
告
書
と
源
泉
徴

　

収
票
を
持
っ
て
税
務
課

　

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在

　

 

の
居
住
市
区
町
村
の
窓
口
）

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を

　

す
る
場
合

　

控
除
申
告
書
と
確
定
申

　

告
書
を
持
っ
て
確
定
申

　

告
書
の
提
出
先
へ
申
告

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
受
付
期
限

　

３
月
16
日
（
月
）

●
控
除
申
告
書
配
布
場
所

　

税
務
課
、
各
総
合
支
所

　

市
民
生
活
課
、
税
務
署

　

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

問
税
務
課　

市
民
国
保
税
班
（
☎
38-

３
１
１
１
）

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
年
申
告
が
必
要
で
す

現在、
住宅ローン控除を
受けている人へ

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

措
置

税源移譲前

税源移譲後

もっと
教えて！

所得税額

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
所得税額

住宅ローン
控除額

所得税額

税源移譲で
所得税額が
減少

住宅ローン
控除可能額

控除しきれ
なかった額

住宅ローン
控除額

住民税住宅
ローン控除
後の住民税
納付額
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国保税を年金からお支払いの皆さまへ

■平成21年４月から、国保税の口座振替納付が選びやすくなります
　平成20年度から国保税を年金から支払っていただいている人が、納付方法を口座振
替に変更する場合、これまでは過去２年間の国保税を滞納していないことなどの条件が
ありましたが、国の制度改正により平成21年４月から、この要件を満たさない場合でも
現在の納付状況などにより、口座振替への変更を受け付けることができるようになりま
す。
　国保税の納付方法を口座振替に変更したい場合は、税務課に申出書を提出してくだ
さい。なお、申出書を提出する時期によって口座振替の開始時期が異なりますので、詳
しくは税務課にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務課　市民国保税班（☎38-3111）

固
定
資
産
税
に
係
る

償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の
を
市
内
に

所
有
す
る
人
は
、
「
所
得
税
の
申
告
」
や

「
市
県
民
税
の
申
告
」
と
は
別
に
、
「
償
却

資
産
の
申
告
」
が
必
要
で
す
。

【
申
告
期
限
】

　

２
月
２
日
（
月
）

【
申
告
先
】

　

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

（
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
）

○
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
の
事
業
者
、
農
林
水
産
業
、

ア
パ
ー
ト
経
営
者
な
ど
が
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
法
人
税
や
所
得
税
の
所
得
計
算
で
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

○
償
却
資
産
の
具
体
例

《
農
業
》

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
温
室
、
農
機
具
、
家

　

畜
飼
養
機
具
な
ど

《
ア
パ
ー
ト
経
営
》

　

舗
装
、
フ
ェ
ン
ス
、
看
板
な
ど

《
飲
食
店
》

　

テ
ー
ブ
ル
、
厨
房
用
品
、
カ
ラ
オ
ケ
、
冷

　

凍
冷
蔵
庫
、
レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど

《
小
売
店
》

　

陳
列
台
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
自
動
販
売
機
、

　

冷
蔵
庫
、
看
板
な
ど

《
工
場
》

　

旋
盤
、
プ
レ
ス
機
、
溶
接
機
、
切
削
器
具
、

　

受
変
電
装
置
な
ど

《
サ
ー
ビ
ス
業
》

　

理
容
・
美
容
器
具
、
洗
車
機
、
遊
戯
器
具
、

　

洗
濯
機
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど

○
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、
「
減
価
償

却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
」
が

改
正
さ
れ
、
機
械
お
よ
び
装
置
を
中
心
に
、

資
産
区
分
の
見
直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
償
却
資
産
の
申
告
か
ら
、
改
正
後
の

耐
用
年
数
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
や
耐
用
年
数
表
は
、
税
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

（
昨
年
申
告
し
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は
事
業
所
へ
は
、
直

接
郵
送
し
ま
す
）

　
　

税
務
課　

固
定
資
産
税
班

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
38-

３
１
１
１
）

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
「
滅
失
届
け
」
を

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
後
、
速
や
か
に
滅
失

届
け
を
提
出
し
な
い
と
、
固
定
資
産
税
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
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▼
福
祉
課　

雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
、
急
用

で
保
育
園
の
お
迎
え
に
間
に
合
わ

な
い
時
、
土
日
も
出
勤
、
保
護
者

の
時
間
が
必
要
な
ど
の
子
育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
為
に
、

子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
た
だ
く
協

力
会
員
と
子
ど
も
を
預
け
る
依
頼

会
員
の
双
方
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
、

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
数
は
、
依
頼
会
員
が

58
名
、
協
力
会
員
が
40
名
、
活
動

実
績
は
68
件
で
す
。

　

関
連
事
業
と
し
て
、
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
子
育
て
用
品
を
必
要
な

人
へ
譲
る
子
育
て
お
宝
用
品
紹
介

事
業
や
携
帯
電
話
を
使
っ
た
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
便
、
愛
野
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
員
の
親

子
に
解
放
す
る
子
育
て
支
援
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
大
橋　

私
は
、
何
か
役
に
立
て

ば
と
思
っ
て
、
協
力
会
員
に
参
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
が
、
だ
ん
だ
ん
怖
い

と
い
う
感
じ
も
し
て
き
ま
し
た
。

心
の
準
備
も
で
き
て
い
な
い
状
態

で
、
急
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
る

時
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
と

か
補
償
の
問
題
に
な
っ
た
時
に
は
、

町
内
に
い
ら
れ
な
く
な
る
か
も
と

考
え
た
り
し
ま
す
。
生
半
可
で
は

で
き
な
い
で
す
ね
。

　

で
も
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
慣

れ
た
頃
に
親
御
さ
ん
の
所
に
戻
っ

て
行
く
と
き
は
、
寂
し
い
と
感
じ

る
ん
で
す
ね
。
夏
祭
り
の
時
に
、

そ
の
子
が
舞
台
に
出
て
い
た
ら
孫

み
た
い
感
じ
る
し
、
笑
顔
で
話
か

け
て
く
る
と
、
や
っ
て
て
良
か
っ

た
と
も
思
う
ん
で
す
ね
。

▼
山
口　

私
は
前
向
き
に
考
え
て
、

買
い
物
先
で
も
援
助
を
必
要
と
さ

れ
る
時
は
あ
り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
手
伝
う
よ
と
い
う
気
持
ち
で

い
ま
す
。
確
か
に
、
協
力
会
員
は

大
変
な
ん
で
す
。
家
に
猫
は
入
れ

な
い
、
掃
除
は
し
て
お
く
、
危
な

い
こ
と
を
し
た
時
は
き
ち
ん
と
怒

り
ま
す
し
、
責
任
は
重
い
で
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て

い
る
間
に
、
お
母
さ
ん
が
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
れ
ば
、
結
局
み
ん
な

で
喜
べ
ま
す
。

▼
草
野　

私
は
依
頼
す
る
方
で
す

が
最
初
は
不
安
も
あ
っ
た
ん
で
す
。

し
か
し
、
預
け
て
み
て
自
分
が
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
子
ど
も
は
笑

顔
で
帰
っ
て
き
た
の
で
、
支
援
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
家
は
農
業
で
す
け
ど
、

利
用
し
て
い
ま
す
。

▼
森　

私
は
、
残
業
や
出
張
な
ど

の
時
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
料
金

の
面
で
も
シ
ス
テ
ム
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
　

ど
う
や
っ
て
、
広
め
ま
す
か

▼
福
祉
課　

依
頼
会
員
は
、
段
々

と
増
え
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
制
度
を
知
ら
な
い
人
に
、
上

手
に
き
っ
か
け
作
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
市
長　

お
父
さ
ん
も
、
1
時
間

く
ら
い
な
ら
い
い
で
し
ょ
う
が
長

時
間
に
な
る
と
、
慣
れ
な
い
か
ら

困
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
し
て
も
昔
み
た

い
に
、
一
緒
に
居
ま
せ
ん
か
ら
、

可
愛
い
孫
で
も
分
か
ら
な
い
所
が

出
て
き
て
、
お
互
い
に
遠
慮
す
る

所
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

▼
草
野　

私
は
祖
父
母
と
同
居
で

す
け
ど
、
休
み
の
時
と
か
お
願
い

す
る
と
何
か
み
ん
な
疲
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
一
緒
に
居
て
も
、
負
担

に
は
な
る
み
た
い
で
す
。

▼
中
島　

私
は
、
セ
ン
タ
ー
は
未

利
用
で
す
が
、
4
世
代
で
毎
日
楽

し
く
し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事
は

定
時
で
す
が
、
旦
那
さ
ん
の
休
み

が
不
定
休
な
の
で
、
子
ど
も
と
接

す
る
時
間
も
見
つ
け
て
、
ま
だ
楽

し
く
や
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

▼
市
長　

た
く
さ
ん
と
同
居
さ
れ

て
お
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
知
恵
も
あ

る
だ
ろ
う
し
、
昔
は
近
所
も
、
ち

ょ
っ
と
預
か
っ
て
く
れ
た
り
地
域

で
子
育
て
に
協
力
し
て
く
れ
た
し
、

そ
れ
を
負
担
や
迷
惑
と
思
わ
ず
、

互
い
に
支
え
合
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

こ
の
前
、
瑞
穂
の
河
内
地
区
に

行
き
ま
し
た
ら
、
47
世
帯
で
運
動

会
を
さ
れ
、
家
族
的
な
雰
囲
気
を

育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
地
域
も
あ

る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
今
は
、
地
域
の
関
わ
り
が
少
な

い
時
代
に
な
り
核
家
族
化
し
て
、

な
か
な
か
、
周
り
に
甘
え
た
り
す

る
と
い
う
事
も
し
に
く
い
状
況
に

な
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。

▼
大
橋　

今
は
、
お
姑
さ
ん
も
皆

さ
ん
若
く
、
趣
味
を
持
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
る
人
が
結
構
多
い
。
そ

れ
が
犠
牲
に
な
る
か
ら
、
若
い
お

母
さ
ん
達
も
頼
み
に
く
い
と
言
う

こ
と
も
聞
き
ま
す
ね
。

▼
野
崎　

自
分
た
ち
だ
け
で
生
活

し
て
い
た
時
は
そ
れ
は
そ
れ
で
良

か
っ
た
し
、
今
、
お
母
さ
ん
と
住

む
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
用
が
あ
る

時
は
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の

で
そ
れ
も
良
い
ん
で
す
。
も
し
若

い
頃
に
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

あ
っ
た
な
ら
便
利
で
す
よ
ね
。
そ

れ
と
子
ど
も
用
品
と
か
ど
こ
の
家

に
も
い
っ
ぱ
い
眠
っ
て
い
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

や
っ
ぱ
り
こ
の
制
度
が

広
が
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
も

っ
と
気
軽
に
利
用
し
や
す
け
れ
ば

広
が
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。

▼
野
崎　

年
代
の
違
い
も
あ
っ
て
、

小
さ
い
子
の
情
報
を
見
る
機
会
が

な
い
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
世

代
に
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
知
れ
た
ら
、

協
力
さ
れ
る
方
も
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

▼
吉
野　

私
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
幼
児

虐
待
と
か
の
事
件
も
耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
保
護
者
が
育
児
に
困
っ
て
、

命
の
尊
さ
、
子
ど
も
の
可
愛
さ
が

分
か
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ

ん
な
時
も
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
利
用
価
値
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
、
若
い
世

代
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
も
効
果
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　　

子
育
て
に
必
要
な
こ
と
は

▼
市
長　

小
さ
い
時
は
、
従
順
で

非
常
に
可
愛
い
い
ん
で
す
け
ど
、

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
自
我
が
出

て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
成

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
27
回　

移
動
市
長
室

　

近
年
の
子
育
て
は
、
核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
の
養
育
力
の
低
下
に
よ
り
、「
幸
せ
いっ
ぱ
い
」
と
い
う
よ
り
も
「
頑
張
っ

て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
雲
仙
市
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
新
し
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
、

子
育
て
世
代
を
応
援
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

11
月
7
日
に
愛
野
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
雲
仙
市
内
で
唯
一
、
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
て

い
る
愛
野
町
で
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
ママ
か
ら
中
学
生
の
お
父
さ
ん
、
子
育
て
支
援
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
お

母
さ
ん
の
8
人
の
市
民
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
「
子
育
て
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
こ
そ　

頑
張
り
す
ぎ
ず
に
、
ひ
と
休
み

会議風景
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長
過
程
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
距
離

感
は
違
っ
て
も
「
自
分
は
子
ど
も

の
時
に
、
親
か
ら
一
生
懸
命
愛
さ

れ
た
」
と
い
う
記
憶
が
あ
れ
ば
、

結
構
子
ど
も
は
、
あ
る
面
で
照
れ

な
が
ら
で
も
、
親
と
は
き
ち
ん
と

向
き
合
っ
て
く
れ
る
と
い
う
気
が

す
る
ん
で
す
。

　

一
番
大
事
な
事
は
、
不
器
用
で

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
主
張
は
主

張
と
し
て
認
め
て
や
っ
て
、
尚
か

つ
嫌
な
事
も
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
あ
る
先
生
が
、「
世
の
中
に

は
し
た
く
て
も
、
し
て
は
い
け
な

い
事
が
あ
る
。
し
た
く
な
く
て
も
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

る
」
こ
の
2
つ
を
絶
対
に
学
ば
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
基
本
さ
え
教
え
て

お
け
ば
、
自
分
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、
自
分
で
判
断
し
て
く
れ
る
。

確
か
に
外
見
は
、
時
の
流
行
に
染

ま
る
で
し
ょ
う
が
、
た
だ
芯
に
あ

る
も
の
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん

で
す
。

▼
田
中　

本
当
は
み
ん
な
親
と
し

て
、
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
育
て
た

い
気
持
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
子
ど
も
の
時
を
思
う
と
、

親
は
仕
事
で
忙
し
い
か
ら
祖
父
母

に
育
て
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
も
し
て
、
失
敗
も

あ
っ
て
、
人
生
経
験
も
豊
富
な
祖

父
母
に
育
て
し
つ
け
て
も
ら
っ
た

も
ん
で
す
か
ら
、
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
っ
た
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
預
け
る
側
は
、
本
当
は

そ
れ
が
家
族
で
で
き
な
い
か
ら
、

一
生
懸
命
預
か
っ
て
下
さ
る
協
力

会
員
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
を
一
生
懸
命
育
て
て
こ
そ

親
に
な
る
ん
だ
と
も
思
っ
て
い
ま

す
が
、
今
、
世
の
中
が
子
育
て
は

「
大
変
だ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
逆
に
逃
げ
道
に
さ
れ
た
ら
困

る
な
と
も
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

昔
み
た
い
な
家
族
構
成

が
理
想
だ
と
も
思
う
ん
で
す
よ
。

た
だ
、
時
代
と
と
も
に
、
家
庭
の

事
情
や
夫
婦
の
価
値
観
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
だ
っ
て

自
分
の
時
間
や
付
合
い
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
い
く
ら
可
愛
い
我
が
子

で
も
、「
そ
の
時
間
は
、
お
母
さ

ん
に
ち
ょ
う
だ
い
ね
」
と
言
っ
て
、

協
力
し
て
く
れ
る
人
と
の
、
お
互

い
の
ち
ょ
っ
と
し
た
申
し
出
と
お

願
い
事
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
良
い

地
域
社
会
も
出
来
て
く
る
気
が
す

る
ん
で
す
よ
。

▼
田
中　

補
償
の
問
題
な
ど
を
考

え
る
と
、
預
か
る
側
が
苦
し
く
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
預
け

る
親
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
わ
ざ

と
け
が
さ
せ
る
人
は
い
な
い
と
信

じ
て
い
る
は
ず
で
す
よ
。

▼
市
長　

預
か
っ
て
、
け
が
さ
せ

た
ら
と
か
、
マ
イ
ナ
ス
面
で
は
な

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
か
ら

始
め
ら
れ
な
い
か
な
と
い
う
気
持

ち
な
ん
で
す
ね
。

　

基
本
は
、
ま
ず
家
族
で
や
っ
て

い
き
、
そ
の
時
に
ち
ょ
っ
と
し
た

相
談
を
、
山
口
さ
ん
に
聞
い
て
み

よ
う
と
い
う
所
か
ら
一
つ
の
つ
な

が
り
が
で
き
、
次
は
大
橋
さ
ん
、

と
輪
が
広
が
っ
た
ら
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

　

子
育
て
の
相
談
窓
口
は

▼
市
長　
「
市
役
所
に
は
、
子
ど

も
の
手
続
き
の
窓
口
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
、
総
合
窓

口
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
確
か
に
、
健
康
づ

く
り
課
、
福
祉
課
、
保
険
年
金
課

な
ど
と
あ
り
ま
す
が
、
混
乱
は
な

い
ん
で
し
ょ
う
か
。

▼
草
野　

私
は
山
口
さ
ん
と
知
り

合
っ
て
、
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん

と
分
か
り
ま
し
た
し
、
困
っ
た
ら

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
西
村
さ
ん

に
相
談
し
て
い
ま
す
。
福
祉
関
係

の
人
を
知
っ
て
い
る
と
知
ら
な
い

で
は
差
は
あ
り
ま
す
ね
。

▼
山
口　

私
は
、
何
で
も
健
康
づ

く
り
課
の
宮
川
さ
ん
に
電
話
す
れ

ば
と
言
っ
て
い
ま
す
よ
。

▼
健
康
づ
く
り
課　

市
内
に
44
人

の
母
子
推
進
員
さ
ん
が
い
ま
す
。

子
育
て
経
験
者
や
保
母
、
看
護
師

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
子

育
て
支
援
に
協
力
的
な
人
た
ち
に
、

市
か
ら
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
年
に

数
回
集
ま
っ
て
、
情
報
交
換
や
研

修
を
し
な
が
ら
地
域
に
戻
っ
て
、

予
防
接
種
や
赤
ち
ゃ
ん
相
談
な
ど

の
お
知
ら
せ
や
お
母
さ
ん
た
ち
の

身
近
な
相
談
役
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

▼
山
口　

母
子
推
進
員
は
、
担
当

地
区
の
妊
婦
さ
ん
や
乳
児
の
保
護

者
に
は
、
10
回
は
声
か
け
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
3
才
ま
で
の
子
は

大
体
把
握
し
て
い
ま
す
。
な
か
な

か
参
加
さ
れ
な
い
人
に
は
、
私
た

ち
や
保
健
師
さ
ん
が
家
庭
訪
問
に

行
き
ま
す
。
私
は
経
験
が
あ
る
だ

け
で
、
看
護
師
で
も
な
い
か
ら
、

経
験
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
支
援

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
、
病
気
な

ど
い
ろ
ん
な
勉
強
や
情
報
交
換
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
子
育
て

が
一
番
重
要
か
と
い
う
と
、
小
さ

い
時
も
大
事
だ
し
、
幼
稚
園
も
小

学
校
も
中
学
校
も
全
て
大
事
。
小

学
校
に
行
っ
た
ら
、
ま
ず
は
子
供

会
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
お
母
さ
ん

達
も
一
緒
に
な
っ
て
成
長
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
長　

人
口
が
増
え
て
い
る
愛

野
町
で
、
で
き
れ
ば
、
昔
み
た
い

に
地
域
で
子
育
て
に
も
関
与
し
、

よ
そ
の
子
に
も
意
見
も
す
る
な
ど

の
実
証
実
験
的
な
も
の
に
取
り
組

め
た
ら
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

▼
田
中　

愛
野
小
学
校
の
学
童
保

育
が
60
人
く
ら
い
と
聞
い
て
ま
す

け
ど
、
先
生
が
、
た
だ
子
ど
も
を

預
か
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
宿
題

や
習
字
な
ど
も
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
、
親
子
遠
足
な
ど
で
横
の
つ

な
が
り
も
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
愛
野
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
野
崎　

た
だ
、
学
童
と
か
は
登

録
し
な
い
と
利
用
で
き
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
う
ち
は
、
祖
母
が
い
ま

す
の
で
普
段
は
家
で
見
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
み

た
い
な
所
が
な
い
よ
う
な
気
が
す

る
ん
で
す
ね
。
帰
っ
て
か
ら
も
行

く
場
所
は
、
友
達
の
家
と
か
で
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
利

用
し
て
、
小
学
生
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
よ
う
な
児
童
会
館
み
た
い
に

解
放
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ

と
、
愛
野
公
民
館
の
2
階
に
あ
る

図
書
室
が
1
階
に
あ
っ
た
ら
、
も

っ
と
利
用
す
る
機
会
が
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

▼
野
崎　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

注
射
の
個
人
負
担
の
金
額
が
諫
早

市
内
の
病
院
で
す
る
と
高
い
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
？

▼
健
康
づ
く
り
課　

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
注
射
の
料
金
は
、
医
師

会
の
区
域
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま

す
の
で
、
受
け
る
所
で
金
額
に
差

が
出
て
き
ま
す
。
乳
幼
児
の
場
合
、

市
内
の
医
療
機
関
で
し
た
ら
1
回

1
5
0
0
円
で
2
回
接
種
で
き

る
よ
う
雲
仙
市
が
助
成
し
て
い
ま

す
。

山口　ツトミさん
（サポートセンター協力会員）

森　　亜紀さん
（子育て世代）

草野　綾子さん
（子育て世代）

中島　亜弥さん
（子育て世代）
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奥村市長 吉野　英樹さん
（愛野中学校PTA）

田中　公栄さん
（愛野小学校PTA）

野﨑　るみ子さん
（愛野小学校PTA）

▼
田
中　

雲
仙
市
に
も
優
秀
な
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
育
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
地
域
で

育
て
た
の
に
都
会
に
出
て
し
ま
う

の
が
残
念
で
、
島
原
半
島
に
大
学

が
あ
っ
て
、
地
元
に
残
っ
て
働
け

た
ら
親
子
何
代
も
続
い
て
い
け
る
。

私
た
ち
も
年
を
取
っ
て
、
親
子
3

代
、
4
代
と
一
緒
に
住
め
た
ら
幸

せ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

▼
市
長　

大
学
の
誘
致
と
な
る
と
、

ど
こ
に
も
大
学
は
あ
り
ま
す
し
、

子
ど
も
は
減
っ
て
い
る
訳
だ
か
ら

経
営
的
に
も
厳
し
く
な
る
で
し
ょ

う
し
、
子
ど
も
た
ち
の
意
思
も
あ

り
ま
す
の
で
厳
し
い
で
す
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
も
っ
と
外
に
出
て
い
く

人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
、
地
元
で
仕
事
を
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

時
代
で
す
か
ら
、
自
宅
で
東
京
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
で
も
パ
ソ
コ
ン

で
仕
事
が
で
き
る
と
思
う
と
、
今

後
は
U
タ
ー
ン
も
で
き
る
の
か

な
と
も
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
地

域
が
あ
る
と
、
再
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
上
手
く

や
れ
る
の
か
な
と
。

　

し
か
し
、
子
育
て
の
基
本
と
し

て
、
我
々
が
初
等
教
育
の
中
で
絶

対
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
の
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
頑
張

れ
る
、
打
た
れ
強
い
子
ど
も
を
育

て
る
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
吉
野　

今
の
親
は
、
子
ど
も
に

対
し
て
強
く
言
っ
た
ら
子
供
が
ひ

ね
く
れ
る
と
か
考
え
て
厳
し
く
言

わ
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す
ね
。
要
は
、
先
生
も
厳
し

く
す
る
時
は
厳
し
く
、
優
し
く
す

る
時
は
優
し
く
し
て
、
家
庭
は
、

両
親
と
も
ガ
ン
ガ
ン
言
う
よ
り
、

ど
ち
ら
か
が
抑
え
な
が
ら
し
つ
け

る
こ
と
も
大
事
な
ん
で
す
ね
。
今

後
の
成
長
に
つ
な
が
る
指
導
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
遠
い

▼
中
島　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

事
は
、
情
報
と
し
て
は
知
っ
て
い

ま
す
。
自
分
に
出
来
そ
う
な
事
が

あ
る
と
関
心
を
持
つ
ん
で
す
が
、

段
々
読
み
な
が
ら
「
利
用
し
な
く

て
も
い
い
や
」
み
た
い
に
感
じ
ま

し
た
。
対
象
も
生
後
6
カ
月
か
ら

小
学
校
6
年
生
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
小
学
校
の
お
母
さ
ん

た
ち
に
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
み
た
い
。
利
用
し
た
い
と
思

っ
て
も
会
員
登
録
で
受
講
が
結
構

な
時
間
が
必
要
と
な
る
と
、
そ
の

時
間
を
い
つ
作
れ
る
か
な
と
思
う
。

そ
れ
じ
ゃ
利
用
す
る
の
は
難
し
い

な
と
思
う
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て
い
く
。

▼
市
長　

や
っ
ぱ
り
、
最
初
は
ル

ー
ル
が
必
要
に
な
る
ん
で
す
が
、

こ
の
ル
ー
ル
は
行
政
が
考
え
た
も

の
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
「
使
い

勝
手
が
悪
い
」
と
な
っ
て
、「
改

善
し
て
欲
し
い
」
と
か
言
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す
。

使
う
人
、
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

人
の
双
方
が
情
報
交
換
し
て
、
利

用
し
や
す
い
形
に
変
え
て
い
け
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

▼
福
祉
課　

こ
の
支
援
制
度
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
分
か
っ
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
子
ど
も
を
預
け
ま

し
ょ
う
、
預
か
り
ま
し
ょ
う
、
そ

の
た
め
に
会
員
制
と
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。
特
に
協
力
会
員
さ
ん
の

場
合
は
、
救
急
救
命
な
ど
の
講
座

も
受
け
て
も
ら
い
ま
す
が
、
依
頼

さ
れ
る
側
は
、
基
本
的
な
こ
と
だ

け
は
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
と
い
う
時

に
は
、
直
接
2
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
対
応
し
て
済
ま
せ
る
事
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
大
橋　

じ
ゃ
あ
、
依
頼
す
る
側

だ
け
は
簡
単
に
受
講
で
き
る
こ
と

を
も
う
一
度
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
な

き
ゃ
。
預
け
た
い
人
は
い
る
ん
で

す
よ
。
子
ど
も
さ
ん
を
学
校
と
か

保
育
園
に
や
っ
て
い
る
先
生
は
、

仕
事
を
休
ん
で
ま
で
講
座
に
参
加

で
き
な
い
と
言
い
ま
す
し
、「
会

員
じ
ゃ
な
い
か
ら
だ
め
で
す
よ

ね
」
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
知

ら
な
い
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
し
。

▼
田
中　

や
っ
ぱ
り
、
も
う
口
コ

ミ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

▼
大
橋　

そ
う
、
口
コ
ミ
で
す
ね
。

一
度
、「
子
ど
も
を
預
か
る
ん
で

す
よ
」
と
近
所
に
言
っ
た
ら
、「
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
し
よ
る
と
ね
」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
協
力
で
き

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
し
て

い
た
ん
で
す
け
ど
、
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。

▼
市
長　

ま
だ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
難
し

い
所
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
新
し
い

シ
ス
テ
ム
と
古
い
慣
習
も
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
両
方
合
わ
せ
て
や

っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
か

ら
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
頑
張

り
は
認
知
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

▼
田
中　

こ
の
移
動
市
長
室
も

我
々
の
知
る
一
歩
だ
と
思
う
し
、

口
コ
ミ
で
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、

利
用
し
た
人
の
つ
な
が
り
し
か
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

　

最
後
に

▼
田
中　

市
民
運
動
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
で
き
れ
ば
、
各
地
区
の

人
や
よ
そ
の
人
と
も
話
し
が
弾
ん

で
、
町
民
同
士
触
れ
合
え
る
町
民

運
動
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
市
長　

地
域
の
人
た
ち
が
自
発

的
に
仲
間
を
集
め
て
「
愛
野
町
運

動
会
を
や
る
」
と
い
う
市
民
提
案

の
事
な
ら
、
大
い
に
賛
成
し
行
政

も
協
力
し
ま
す
が
、
行
政
に
各
町

で
町
民
運
動
会
を
し
て
く
れ
と
い

う
の
は
難
し
い
。

▼
野
崎　

公
民
館
に
行
っ
て
体
育

館
の
空
き
時
間
や
行
事
が
パ
ソ
コ

ン
で
一
括
で
見
れ
た
ら
、
練
習
会

場
を
探
す
と
き
時
に
助
か
り
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長　

自
宅
で
雲
仙
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
予
約
ま

で
は
で
き
な
く
て
も
、
使
用
状
況

だ
け
は
見
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
作
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
ま

す
。

▼
市
長　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
我
々
が
足
り
な
い
所
も
情
報

を
持
っ
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ま
が
経
験
や
情

報
と
し
て
持
っ
て
お
ら
れ
る
も
の

を
、
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
行
政
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に

情
報
を
分
け
合
っ
た
り
、
協
力
し

あ
っ
て
い
け
た
ら
と
い
う
気
持
ち

で
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
私
た
ち
の
雲
仙
市

で
す
し
、
行
政
と
市
民
の
方
々
が

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
を
作
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
う
訳
で
す
。
今
日
の

ご
意
見
に
は
真
摯
に
対
応
し
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）
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10
月
20
日
〜
31
日
に
か
け
て
、吾
妻
町
の

守
山
大
塚
古
墳（
4
世
紀
頃
）周
辺
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。こ
の
調
査
は
道
路
工
事
に

伴
う
事
前
の
試
掘
調
査
で
、調
査
面
積
は
20

㎡
と
狭
い
範
囲
で
し
た
が
、多
く
の
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。

県
内
最
大
級
の
古
墳

　

守
山
大
塚
古
墳
は
県
内
で
も
最
大
級
の

前
方
後
円
墳
で
す
。昨
年
公
開
さ
れ
話
題

と
な
っ
た
映
画「
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」で

も
、宮
崎
康
平
・
和
子
夫
妻
が
歩
い
た
古
墳

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。も
っ
と
も
撮

影
は
別
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
…
。

　

調
査
は
古
墳
の
周
り
を
5
箇
所
行
い
ま

し
た
。そ
の
う
ち
2
ヵ
所
か
ら
、古
墳
が
作
ら

れ
た
当
時
の
痕
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。古
墳

は
草
木
が
生
い
茂
り
、こ
ん
も
り
と
し
た
森

の
よ
う
に
な
って
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

守
山
大
塚
古
墳
は
江
戸
時
代
以
降
墓
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、写
真
の
よ
う
に
び
っ

し
り
と
墓
石
が
立
ち
並
び
ま
す
。各
地
の
古

墳
と
比
べ
て
も
大
変
珍
し
い
光
景
で
す
。

本
来
の
姿
は
？

　

前
方
後
円
墳
は
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、周

り
に「
周
溝
」と
よ

ば
れ
る
堀
が
巡
ら

さ
れ
、古
墳
は「
葺

石
」と
呼
ば
れ
る
人

の
頭
ほ
ど
の
石
で

覆
わ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
、今
回
の

調
査
で
も「
周
溝
」

と「
葺
石
」の一部
が

発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
中
に
埋
没

し
て
い
る
部
分
は

古
墳
が
作
ら
れ
た

当
時
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
何
も
分
か
ら

な
か
っ
た
守
山
大
塚
古
墳
の
本
来
の
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
よ
り
も
大
き
く
ま
た
、イ
ラ
ス
ト

と
同
様
の「
葺
石
」が
施
さ
れ
た
優
美
な
古

墳
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。残
念
な

が
ら
詳
し
い
時
代
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
遺

物
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、い
つ
、誰
の
た

め
に
作
ら
れ
た
古
墳
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、周
囲
の
地
中
に
そ
の
手
が
か
り
が
残

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

郡
衙
に
か
か
わ
る
遺
跡
の
存
在

　

ま
た
、古
墳
よ
り
後
の
時
代
の
遺
物
も
発

見
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
に
奈
良
時
代（
8

世
紀
頃
）の
土
器（
左
写
真
）が
あ
り
ま
す
。

見
町
に
発
見
例
が
あ
る
も
の
の
、総
数
10
点

に
も
満
た
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。墨
書
土

器
は
奈
良
時
代
の
役
所
で
あ
る「
郡
衙
」関

連
の
遺
跡
で
出
土
す
る
こ
と
が
多
く
、守
山

大
塚
古
墳
近
辺
に「
郡
衙
」に
か
か
わ
る
遺

跡
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。守

山
大
塚
古
墳
を
造
っ
た
豪
族
の
子
孫
が
、奈

良
時
代「
郡
衙
」に
か
か
わ
る
遺
跡
を
築
い

て
いっ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

土
器
の
底
に

「
井
」の
文
字

が
墨
で
書
か

れ
た「
墨
書
土

器
」と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、県

内
で
は
壱
岐

や
雲
仙
市
国

古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
見
学
会

　

調
査
後
の
11
月
16
日（
日
）、遺
跡
の
説
明

会
を
行
い
、市
内
外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺

構・遺
物
の
見
学
や
守
山
大
塚
古
墳
や
周
囲

の
古
墳
を
散
策
し
、し
ば
し
古
代
の
ロ
マ
ン
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、出
土
し
た
資
料
は
吾
妻
町
ふ
る
さ

と
会
館
1
階
ロ
ビ
ー
に
て
展
示
公
開
し
て
い

ま
す
。

問　

国
見
神
代
小
路
歴
史
文
化
公
園
歴

民
俗
資
料
館　
　
　

 

☎（
78
）2
3
3
4

「
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た

―

吾
妻
町「
守
山
大
塚
古
墳
」発
掘
調
査

現在の守山大塚古墳

古墳（イメージ図）

奈良時代の土器

説明会の様子

埋蔵文化財調査だより

も
り
や
ま
お
お
つ
か

し
ゅ
う   

こ
う

い
し

ふ
き

ぼ
く　

 

し
ょ

ぐ
ん    

が
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中
小
企
業
経
営
緊
急
安
定
化
対
策
資
金

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
低
利
・
長
期
の
運
転
資
金
で
支
援
し
ま
す
。

長
崎
県
産
業
労
働
部
商
工
振
興
課（
☎
０
９
５-

８
９
５-

２
６
５
１
）

融
資
対
象

　

県
内
に
お
い
て
事
業
を
継
続
し
、
か
つ
、
県

税
を
完
納
し
て
い
る
中
小
企
業
の
う
ち
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項
第
５
号

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
５
号
）
に
基
づ
く
市
町

長
の
認
定
を
受
け
た
者

【
市
町
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
５
号
認
定
要
件
】

①
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

　

最
近
３
カ
月
間
の
平
均
売
上
高
等
が
前
年
同

　

期
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
以
上
の
中
小
企
業
者

②
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

　

製
品
等
原
価
の
う
ち
20
％
を
占
め
る
原
油
等

　

の
仕
入
れ
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か

　

わ
ら
ず
、
製
品
等
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
中

　

小
企
業
者

③
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

　

最
近
３
カ
月
間
（
算
出
が
困
難
な
場
合
は
直

　

近
決
算
期
）
の
売
上
総
利
益
ま
た
は
平
均
営

　

業
利
益
率
が
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
以

　

上
の
中
小
企
業
者

※
指
定
業
種
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ 

　

ー
ジ
（http://w

w
w
.chusho.m

eti.go.jp/

）

　

の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
」
で
確
認
で

　

き
ま
す
。

融
資
条
件

◎
融
資
限
度
額　

２
千
万
円
以
内

◎
資 

金 

使 

途　

運
転
資
金

◎
利　
　
　

率　

１
・
80
％

◎
保　

証　

料　

０
・
45
％

◎
償 

還 

期 

間　

10
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）

申
込
手
続
（
下
図
参
照
）

①
融
資
申
込
者
は
、
市
町
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

　

ト
５
号
の
認
定
申
請
書
を
提
出

②
融
資
申
込
者
は
、
市
町
か
ら
の
認
定
書
を
受

　

け
る

③
融
資
申
込
者
は
、
金
融
機
関
で
認
定
書
を
添

　

付
の
う
え
、
融
資
を
申
し
込
む

④
金
融
機
関
の
審
査
後
、
金
融
機
関
か
ら
保
証

　

協
会
に
保
証
を
申
し
込
む

⑤
保
証
協
会
の
審
査
後
、
保
証
協
会
が
保
証
承

　

諾
⑥
貸
付
が
実
施
さ
れ
る

※
金
融
機
関
な
ど
の
審
査
の
結
果
、
融
資
の
ご

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

融資申込者 金融機関

保証協会市　町

①認定申請 ②認定

③融資申込

④保証申込
⑥貸付

⑤保証承諾

融資を希望する中小企業の皆さま
まずは、お近くの取扱金融機関窓口へご相談ください。

【取扱金融機関】
商工組合中央金庫、十八銀行、親和銀行、長崎銀行、佐賀銀行、西日本シティ銀行、たち
ばな信用金庫、西九州信用金庫、佐世保中央信用組合、福江信用組合、長崎三菱信用組合、
長崎県民信用組合

雲仙市が利子などを補助します
平成21年３月31日までに、上記の「中小企業経営緊急安定化
対策資金」の貸付を受けた雲仙市内の中小企業に対し、市が
１年間分の利子額と保証料を補助します。
詳しくは、商工労政課（☎38-3111）にお問い合わせください。

◎
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こ
れ
ま
で
、市
役
所
へ
の
電
話
に
つ
い

て
は
、総
合
支
所
へ
か
け
た
電
話
を
本

庁
な
ど
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、再
度

か
け
直
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、本
庁
・
支
所
間
や
支
所
間
同
士

の
電
話
を
内
線
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
市
役
所
本
庁
や
総
合

支
所
な
ど
、ど
こ
へ
電
話
を
か
け
て
も
、

か
け
直
す
こ
と
な
く
転
送
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　就労による自立を目指す母子家庭のお母
さんの求職活動を個別の就労相談（要予
約）などを通じて支援します。就労への助
言、指導のほか、ハローワークと連携し、
就労までのきめ細かい支援を行います。
　仕事や働くことの悩みは、人それぞれで
す。まずはお気軽にご相談ください。
■問い合わせ
　福祉事務所　福祉課　児童家庭班
　☎36-2500

１
月
５
日
か
ら

市
役
所
本
庁
・
支
所
間
の
電

話
が
内
線
化
さ
れ
ま
す

５月21日から

裁判員制度がスタートします

裁
判
員
の
役
割

働きたいお母さんをお手伝いします

母子家庭の母の就労支援

①
法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う
こ
と

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と
一

緒
に
刑
事
裁
判
の
法
廷
に
立
ち
会
い
ま
す
。

　

法
廷
で
は
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す
る

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
裁
判

員
か
ら
証
人
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
証
拠
と
し
て
提
出

さ
れ
た
物
や
書
類
も
取
り
調
べ
ま
す
。

②
評
議
、
評
決
を
行
う
こ
と

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被
告
人
が

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん

な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒

に
議
論
（
評
議
）
し
、
決
定
（
評
決
）
し

ま
す
。
議
論
を
尽
く
し
て
も
全
員
の
意
見

が
一
致
し
な
い
場
合
、
評
決
は
多
数
決
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
に
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
判
員

の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち

ま
す
。

③
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ
と

　

判
決
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
判

決
の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
は
、
判
決
の
宣
告
に
立
会
い
、

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
ま
す
。

　いよいよ裁判員制度が始まります。「裁判員って何をするんだろう」と思う人もいらっしゃるでしょう。
そこで、今回は「裁判員の役割」についてお伝えします。

■問い合わせ
　長崎地方裁判所島原支部（☎0957-62-3151）
　長崎地方検察庁島原支部（☎0957-62-2506）

福祉事務所へ連絡 ※相談の日時などを決めます。

就労についての相談 ※相談の際、就労に関する確認（健康
　状態、家庭環境、就労意欲など）を
　行います。これによって今後の支援
　方針を決定します。

ハローワークにて面接

福祉事務所の職員も同行し、
ハローワークの就労支援ナビ
ゲーターとの面接などで支援
の方向などを決めていきます。

ハローワークでの就労支援

できるだけ希望に沿った就職
先を紹介するなど、就労支援
を行います。

福祉事務所での就労支援

福祉事務所による継続的な支
援が必要と判断された場合に
は、福祉事務所から助言や指
導を行います。その後、ハロ
ーワークへ紹介します。

就職決定

内線化の
イメージ

現
在
、行
わ
れ
て
い
る

統
計
調
査
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
た
い
の

で
す
が…

電話でかけ直す手間
がなくなって、本当に
便利だわ

内線電話
として転送

総合支所担当本庁担当

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
件
は
、本
庁
の
情
報

統
計
課
が
担
当
し
て
い
ま
す

の
で
、担
当
者
と
か
わ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。

お
電
話
か
わ
り
ま
し
た
。

情
報
統
計
課
の
○
○
と

申
し
ま
す
。お
た
ず
ね
の

件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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本多さん、吉田さん、山下さん栄誉に輝く

《生活衛生功労》

本多　ミドリさん（小浜町）
（県美容業生活衛生同業組合 理事長）

旭日双光章

秋の叙勲

日ごろの鍛錬の成果を発揮
第18回 全九州空手道選手権大会

　雲仙市食生活改善推進員連絡協議会国見支
部が平成20年度の栄養関係功労で厚生労働大
臣から表彰を受けました。
　旧国見町時代より、子どもから高齢者まで
の食生活改善運動に積極的に取り組んだり、
小学生食育教室に力を入れたりするなど、住
民の健康増進への貢献が認められ、今回の受
賞となりました。
　市役所に受賞の報告に訪れた村木支部長は、
「これからもさらに学び、家庭はもとより地域

の皆さんに健康
を広めていきた
い」と抱負を語
りました。

栄
養
関
係
功
労
者
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

国
見
支
部
が
受
賞

　　「障害者週間のポスターコンクール」で南
串第二小学校5年生の村上菫さんの作品が、小
学生部門において最優秀賞（内閣総理大臣賞）
に輝きました。
　12月3日に東京都の日本学術会議講堂で行
われた「障害者週間の集い」での表彰式では、
大勢いる中で名前を呼ばれ、とても緊張した
そうですが、野田聖子内閣府特命担当大臣か
ら賞状を手渡され、「おめでとうございます。
またいい絵を描いてくださいね。」との言葉を
いただき、うれしかったそうです。また、駅
にこのポスターが貼ってあるのを見つけ、びっ
くりしたとのこと。
　特に犬の目とハーネスを握る手に力を入れ
て描いたというこのポスターは、障害者週間
（12月3日～ 9日）に全国の関係機関に配布さ
れました。

障
害
者
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
村
上
菫
さ
ん

《地方自治功労》

吉田　良茂さん（瑞穂町）
（元瑞穂町長）

旭日双光章
《消防功労》

山下　一利さん（千々石町）
（元千々石町消防団長）

瑞宝単光章

活動について語る村木支部長（中央）

見事最優秀賞を受賞した村上さん

　秋の叙勲を受けられたかたを紹介します。おめでとうございます。

　長崎市の県立総合体育館で11月16日
に行われた、第18回全九州空手道選手権
大会の小学校1年生の部において、吾妻
町の内田郁哉くん（鶴田小1年）が準優
勝を勝ち取りました。
　内田くんは2年前の幼稚園のころから、
真正空手の道場に通い始め、日ごろの鍛
錬が今回の結果につながりました。
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

　12月１日をもって、任期満
了に伴い、雲仙市教育委員
会教育長を退任させていただき
ましたので、一言ご挨拶申し上
げます。
　顧みますと、私が教育長を
拝命したのは、市町村合併の
流れの中で、輝かしく雲仙市
が誕生した直後のことであり、解決すべき幾多の課題
等を抱えておりましたし、新市建設の理想に燃える市
民の皆さまのご期待は、教育行政に対しましても大き
いものがあったことを思い出します。
　教育長として雲仙市の教育行政に携わらせていただ
きましたが、もとより浅学非才の私にとりましては、手
に余る厳しい試練の時と場もありました。しかし、心強
いスタッフに恵まれ、ともに苦労を分かち合い、励まし
合いながら、新市の教育行政の基礎固めに参画でき
ましたことは、私にとりまして、畢生の光栄であり、終
生忘れ得ぬ思い出になるものと存じます。
　そして何よりも、今日まで多大なるご指導・ご支援を
賜りました雲仙市民の皆さまに対しまして、衷心から深
く感謝申し上げます。
　最後になりましたが、雲仙市の限りない発展と雲仙
市教育の一層の充実並びに雲仙市内の子どもたちが
“人・もの・自然” を大切にする心を育み、心身ともに
健やかに成長してくれることを祈念いたしますとともに、
皆さまのご健勝・ご多幸を心からお祈り申し上げ、意
を尽くし得ませんが、退任のご挨拶とさせていただきま
す。
　本当に、長い間、お世話になりました。ありがとうご
ざいました。

鈴山　勝利

たくさんのご寄附　ありがとうございます
ふるさと納税

誇りと自覚を胸に熱きプレー
第60回記念長崎県民体育大会結果

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
退
任
挨
拶

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

件　　数 合計金額48件 2 , 4 1 6 , 0 0 0円

ひっ  せい

　5月1日に始まった『ふるさと納税』では、
全国各地の皆さまから多くの寄附をいただき、
心から感謝申し上げます。
　改めて皆さまのふるさとに対する熱い思い
を感じるとともに、皆さまの意思を反映させ、
雲仙市の発展のために有効に活用させていた
だきます。
　今後とも、雲仙市の応援団として、地域を
越え、世代を越え、ご支援いただきますよう
心からお願い申
し上げます。

　「雲仙市を応援したい」「雲仙市のために何かしたい」という想いを “ふるさ
と納税（寄附金）” という形でお寄せいただいています。
　このような想いを持たれた市外在住のご子息、ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、
友人、知人をご紹介ください。

政策企画課企画調整班（担当：松尾、前田）
☎38-3111　FAX38-3514　
ホームページhttp://www.city.unzen.nagasaki.jp

　第60回記念長崎県民体育大会が、11月8日と9日の
2日間、佐世保市総合グラウンド陸上競技場を主会場に
行われました。
　結果は以下のとおりです。

【優勝】
◆個人
　高原　　務（陸上・男子・40～44歳やり投げ）
　内藤　二郎（陸上・男子・45～49歳走幅跳）
　藤本　優雅（陸上・女子・30歳未満3000m）
　佐藤久美子（陸上・女子・50歳以上3000m）
　豊田　　真（レスリング・66㎏級）
◆団体
バレーボール（壮年・総合優勝）
【準優勝】
◆個人
　駒田　　直幸（陸上・男子・50～59歳100m）
　吉原　　邦身（陸上・男子・60歳以上砲丸投）
　平城　美砂子（陸上・女子・50歳以上砲丸投）
　植田　　良子（水泳・女子・40歳以上50m背泳ぎ）
　佐藤　　孝介（空手道・成年男子・中量級）
◆団体
剣道（青年）
山岳（クライミング・総合2位）

（申込受付順）
これまでの合計

ふるさと雲仙市の応援団を募集しています

11月中に寄附をいただいた皆さま（承諾していただいた項目のみ掲載）

（11月末現在）

氏　　名
前 田　  隆 徳　様

住所（所在地）
埼玉県

出身町
瑞穂町

金額
円40 ,000

問い合わせ、申し込み

バレーボールで優勝した壮年チーム
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は ぴ ね す 通 信 ⑩

問 雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　☎38-3111

あなたの近くの
男女共同参画

自
分
流
　
人
生
を
楽
し
く
過
ご

す
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
11
月
６
日
に
国
見
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
11
月
22
日
に

愛
野
町
公
民
館
に
お
い
て
男
女
共
同

参
画
基
礎
講
座
「
自
分
流　

人
生
を

楽
し
く
過
ご
す
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
村
嶋
展
子
氏
、
元
中
学

校
教
諭
の
村
嶋
詔
三
郎
氏
ご
夫
妻
を

講
師
に
迎
え
、「
あ
な
た
の
近
く
の

男
女
共
同
参
画
」
と
題
し
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

や
村
嶋
ご
夫
妻
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

談
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
中
で
男
女
共
同

参
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
例

に
、
身
近
に
あ
る
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

つ
い
つ
い
口
に
し
て
し
ま
う

「
ら
し
さ
」

そ
の
後
、「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
行
っ
た
意
見
交
換
会
で

は
、「
・
・
・
な
ん
て
男
ら
し
く
な
い
」

「
女
の
く
せ
に
・
・
・
」
と
い
っ
た

普
段
な
に
げ
な
く
口
に
し
て
し
ま
い

そ
う
な
言
葉
を
テ
ー
マ
と
し
て
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

　

参
加
し
た
市
民
か
ら
は
「
初
め
て

参
加
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
意
味

が
わ
か
っ
た
。」「
意
識
が
変
わ
っ
た
。

今
後
の
生
き
方
が
変
わ
る
と
思
う
。」

「
今
後
、
夫
婦
生
活
を
続
け
て
い
く

う
え
で
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
男
女
共

同
参
画
の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

　
in
な
が
さ
き
」

　

１
月
31
日
に
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
女
性
の
品
格
」

の
著
者
で
あ
る
坂
東
眞
理
子
氏
の
基

調
講
演
や
吾
妻
町
の
守
山
女
性
部
加

工
組
合
代
表 

馬
場
節
枝
氏
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
す
る
分
科
会
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

女性も男性も、自分の意思で社会に
参画し、男性・女性の「らしさ」を認め
合いながら、支え合い、喜びも責任も
分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指し
ます。

参
加
者
追
加
募
集 

！

国見会場：真剣に耳を傾ける皆さん 国見会場：講師の村嶋夫妻

愛野会場：楽しく話します 愛野会場：メモもとる熱心さ
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定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ

お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
市
や
総
務
省
な
ど
が
「
定
額
給

付
金
」
に
関
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行

や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預

払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

○
市
や
総
務
省
な
ど
が
、
「
定
額

給
付
金
」
の
給
付
の
た
め
に
、
手

数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
や
総

務
省
（
の
職
員
）
な
ど
を
か
た
っ

た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵

便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
市
民
課

（
☎
38-

３
１
１
１
）
や
警
察
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

電
気
温
水
器
の
訪
問
販
売
の

相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
訪
問
販
売
に
関
す
る

相
談
の
中
で
、
電
気
温
水
器
の
訪

問
販
売
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

電
気
温
水
器
は
、
電
気
を
利
用

し
て
風
呂
・
台
所
・
洗
面
所
な
ど

で
使
う
お
湯
を
沸
か
し
て
給
湯
す

る
も
の
で
、「
夜
間
電
力
を
利
用
す

る
の
で
経
済
的
」
「
燃
焼
音
が
し

な
い
」「
に
お
い
が
な
い
」「
火
を

使
わ
な
い
」
な
ど
の
特
徴
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、電
気

温
水
器
の
中
に
は
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
給
湯
器
も
含
ま
れ
、
「
環
境

に
や
さ
し
い
」
こ
と
か
ら
国
の
補

助
金
制
度
の
対
象
に
な
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
は
、
家
庭
に
販
売
業
者

が
訪
れ
、
電
気
温
水
器
購
入
お
よ

び
施
工
の
契
約
を
交
わ
し
た
人
か

ら
「
よ
く
考
え
る
と
高
額
だ
っ
た
」

「
急
が
さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ

た
が
、
大
丈
夫
か
」
な
ど
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

電
気
温
水
器
の
訪
問
販
売
で
は
、

次
の
よ
う
に
販
売
方
法
に
問
題
の

あ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
を
強

　

調
し
、
消
費
者
に
冷
静
な
判
断

　

を
さ
せ
な
い
。

○
補
助
金
制
度
の
応
募
の
た
め
と

　

契
約
を
急
が
せ
る
。

○
機
能
に
つ
い
て
説
明
が
不
足
し

　

て
い
た
り
、
不
適
切
な
機
器
の

　

設
置
を
勧
め
る
。

○
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
商
品
が
安

　

く
な
る
、
モ
ニ
タ
ー
料
と
い
っ

　

た
名
目
で
収
入
を
得
ら
れ
る
と

　

い
っ
た
勧
誘
を
行
な
う
。

　

電
気
温
水
器
の
導
入
を
考
え
て

い
る
場
合
は
次
の
こ
と
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
費
用
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
見

　

積
も
り
を
取
り
、
比
較
し
ま
し

　

ょ
う
。

○
機
能
や
使
用
上
の
注
意
に
つ
い

　

て
も
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
モ
ニ
タ
ー
だ
か
ら
と
い
わ
れ
て

　

も
気
軽
に
契
約
し
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
市
民
課

消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
38-

３
１

１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

稲本相談委員（国見町）国見総合福祉センター
１月５日（月）、２月２日（月） 9:00～12:00

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望は
ありませんか。相談は無料です。

行
政
相
談
日
程城相談委員（瑞穂町）瑞穂町公民館

１月５日（月）、２月２日（月） 9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）吾妻老人憩の家
１月７日（水）、２月４日（水）13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）愛野保健福祉センター
１月16日（金）、２月20日（金）13:30～16:00

町田相談委員（千々石町）千々石総合支所相談室
１月13日（火）、２月９日（月）13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）小浜総合支所２階第２会議室
１月14日（水）、２月４日（水）13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）南串山総合支所　別館第一会議室
１月13日（火）、２月10日（火）13:00～15:00

日
程
や
時
間
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
総
合
支
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

〜
市
民
課
だ
よ
り
〜

　12月の人権週間に合わせて、吾妻町の３つ
の小学校（12月１日鶴田小学校、３日川床小
学校、10日大塚小学校）で人権集会が開かれ、
日ごろの人権学習の成果を発表しました。
　集会の最後には、子どもたちによる人権問題
に対する直筆のメッセージと人権の花であるひ
まわりの種を紙風船につけて大空に打ち上げ、
差別のない社会を祈りました。

咲かせよう人権の花

19 ●広報うんぜん
平成21年1月



政策企画課　企画調整班（℡38-3111）問

島原半島の温泉のひみつ　～多様な泉質の温泉～

　島原半島には、多くの温泉があります。その中でも、島
原半島中央部を東西に横切る雲仙地溝の中にある小浜温泉、
雲仙温泉、島原温泉の３つの温泉は、火山の活動と深く関
係しています。
　雲仙火山のマグマ溜まりは、橘湾の地下約15㎞にあると
考えられています。このマグマ溜まりからでたガスは、た
くさんの温泉の成分を含んでいます。このガスが地下水に
溶けることによって温泉ができます。島原半島の温泉の泉
質は、マグマだまりからの距離や地下水面の影響などによ
って変わってきます。

○小浜温泉
　マグマからでた成分が、地下深くで地下水に触れると、
食塩と同じ成分が溶け込んだ約３００℃の熱水になります。
この熱水が約１００℃まで冷やされて海水と混ざりながら地
表付近に湧き出したものが、小浜温泉『食塩泉（塩化物泉）』
です。小浜温泉では、温泉に含まれる塩分のため、石鹸が泡立ちにくいなどの影響があります。
○雲仙温泉
　雲仙温泉は標高が高いため、小浜温泉のような食塩と同じ成分の熱水は上がってくることができません。
そのため、熱水から抜け出した硫黄を含む成分や地下の岩の成分が、地表の近くの地下水に溶け込んで熱い
『硫黄泉（酸性硫酸塩泉）』となります。雲仙の温泉街を散策すると通常「硫黄のにおい」と呼ばれる火山ガ
スの成分のにおいがします。
○島原温泉
　さらに地下の熱水が東側に進みながら上昇してくると、硫化水素や二酸化炭素などが地下水に溶け込んで、
周りの岩石の成分を溶かし込み温かい『重炭酸土類泉（炭酸水素塩泉）』となります。マグマだまりから最も
遠い島原温泉では、これらの温泉を地下からポンプで汲み上げています。また、炭酸泉（サイダー泉）が自
噴しているところもあります。

　多くの火山では、マグマだまりが火
山の真下にあり、マグマの成分がうま
く分かれることができません。しかし、
雲仙火山では、マグマからの温泉成分
が斜めに上昇するため、小浜温泉、雲
仙温泉、島原温泉とそれぞれ違った泉
質の温泉を楽しむことができます。
　このほかにも島原半島には、瑞穂温
泉や有明温泉など火山の中心から離れ
た温泉もあります。これらの温泉は、
島原半島の土台をつくっている雲仙火
山より古い地層（堆積岩）の中の水で、
植物片などが炭化する時にでた炭酸ガ
スが元になっていると考えられていま
す。須川温泉や原城温泉は、火山性の
温泉との混合温泉です。

気相分離

食塩泉 Na-Cl型

食塩泉 Na-Cl型

硫黄泉（明礬泉）

H2S,Fe-Al-SO4型

深部熱水 Na・K-Cl型

含硫化水素

炭酸泉

H2S,CO2型

千々石カルデラ

（橘湾）

減圧沸騰

減圧沸騰

マグマ溜り

減圧沸騰

マグマ発散物と熱鉱水の移動

雲仙火山の火山性温泉生成系統

気相+液相

主として気相（液相離脱）

流下
急冷

流水混入

地下水飽和帯

通気帯

気相分離

宙水

減圧

沸騰

普賢岳

雲仙温泉

刈水鉱泉

普賢

炭酸泉群

島
原
温
泉

小
浜
温
泉

（
ボ
ー
リ
ン
グ
井
）

（
ボ
ー
リ
ン
グ
井
）

（
ボ
ー
リ
ン
グ
井
）

安
徳
瀬
野
鉱
泉

硫酸塩泉 Na・Ca-SO4型

重曹泉 Na-HCO3型

重炭酸土類泉

Ce・Mg-HCO3型

Na-Cl

HCl

SO2

H2S

CO2

西 東

島原半島

火山性温泉

含有機物堆積

岩源温泉

上記混合温泉

普賢岳

金浜断層

0 5 10㎞

布津断層

千々石断層

千々石

カルデラ

（橘湾）

温泉分布

島原温泉

炭酸泉

布津温泉
須川温泉

原城温泉

加津佐温泉

瑞穂温泉

有明温泉

雲仙温泉

小
浜
温
泉

雲
仙
地
溝
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今年も棚田の恵みに感謝
　心配された雨も明け方には上がり、岳棚田収穫感謝祭が
11月16日に無事実施されました。７回目を迎え、市外から
も多くの人が訪れる催しとなっています。午前10時の開会
と同時に、たくさんの来場者でにぎわう会場。恒例のとれ
たて野菜の即売会や棚田米の試食などが行われ、秋の棚田
に歓声が響き渡る一日となりました。

　小浜温泉観光協会で公募した「小
浜温泉のイメージキャラクター」が、
応募総数42点の中から決定しました。
　デザインしたのは、青森県の工藤
和久さん。各種イベントやホームペ
ージなどの広報活動に広く登場する
予定です。今ブームのご当地「ゆる
キャラ」ですが、小浜温泉のキャラ
クターもよろしくお願いします。

祝・Ｊ１昇格 モンテディオ山形

　「千々石ホテル跡地」の愛称選定の
表彰式が11月22日に行われました。選
定された愛称『湧水の森』を提案した
奥野好見さん（千々石町）と平野弦輝
くん（千々石第一小６年）に賞状と副
賞（千々石岳産米）が贈られました。
　これからは「千々石ホテル跡地　湧
水の森」として、より多くの人に親し
まれることと思います。

素敵な愛称を
ありがとうございます

　「冬山安全祈願祭」が、11月30日に仁田峠展望所において行われまし
た。これは、例年「山閉じ式」として行われていたものを、今回から冬
山の盛況と安全を祈願するものとして行われたものです。
　当日は、気温わずか５
℃という天候の中、安全
祈願の神事と仁田峠周辺
と妙見神社の清掃が行わ
れました。今年の冬も美
しい霧氷が楽しめること
と思います。幻想的な冬
の雲仙へ、ぜひお越しく
ださい。

冬の安全を祈願して

ゆ
る
キ
ャ
ラ

　

昨
年
１
月
〜
２
月
に
雲
仙
市
で
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
、
市
内
出
身
の
小
林
伸
二
監
督

率
い
る
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
（
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
２
）
が
、
11
月
30
日
の
リ
ー
グ
第
44
節

で
愛
媛
Ｆ
Ｃ
に
逆
転
（
３
対
２
）
で
勝
利

し
、
悲
願
の
Ｊ
１
昇
格
の
切
符
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
小
林
監
督
は
、
就
任
１
年
目

で
チ
ー
ム
を
初
め
て
の
Ｊ
１
へ
導
く
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
１
昇
格
を
か
け
た
試
合
と
な

っ
た
30
日
に
は
、
国
見
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
た
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

試
合
を
観
戦
。
会
場
に
は
、
雲
仙
市
で
の

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
の
交
流
事
業
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
や
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
の
小
学
生
な
ど
を
中
心
に
約
80
人
が
集

ま
り
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
Ｊ
１
昇
格

を
願
っ
て
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
は
、
昨
年
同
様
１

月
末
か
ら
２
月
中
旬
の
日
程
で
国
見
総
合

運
動
公
園
多
目
的
芝
生
広
場
を
主
会
場
に

雲
仙
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

冬のイベント情報

～小林伸二監督就任１年目の快挙～

＊ ＊ ＊う ん ぜ ん ク リ ッ ク観 光 情 報 № 19
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総合計画における数値目標の進捗状況（第５回）
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総合計画における数値目標の進捗状況（第５回）
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まちの話題
100回目のハッピーバースデイ♪
　元気に100歳の誕生日を迎えられた２人に、市からお祝いが贈られました。
　11月20日に誕生日を迎えられた宮田トキワさん（小浜町）に、金子副市長からお祝いが手渡されました。
宮田さんは、副市長からのお祝いの言葉に、とてもうれしそうに耳を傾けていらっしゃいました。
　また、11月25日に誕生日を迎えられ、金子副市長からお祝いを手渡された渡邊イチさん（国見町）は、「幸
せいっぱい、喜びいっぱい！」と話し、素敵な歌声を披露してくださいました。
　これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

音楽ってやっぱりいいね
　11月29日、吾妻町ふるさと会館で「第２回雲仙市民音楽祭」が行
われました。市内の音楽愛好家13組が出演し、日頃の音楽活動の成
果を披露しました。
　会場にはコーラスのきれいなハーモニーや、ピアノ、ギターなど
様々なジャンルの美しい音楽が響き渡り、観客を魅了しました。

大・大・大盛況！！
　12月７日、小浜町「湯遊道商店街」を主会場に、
「第１回雲仙市産業まつり～秋の収穫祭～」が行わ
れました。
　当日は、市内から92団体の出店があり、雲仙ブラ
ンド品をはじめ、農産物、海産物などが販売されま
した。また、雲仙牛や瑞穂産カキの試食、じゃがい
もや肉じゃがの無料配布には長蛇の列ができ、皆さ
んほくほく顔。雲仙ハマチのつかみ取りでは､「ほ
ら、そこそこ！早く！」と、捕まえる本人よりも応
援者が盛り上がる１コマも。ステージでは瑞宝太鼓、
琉球國祭り太鼓やマーチングの演奏など多彩な催し
があり、まつりをより盛り上げました。
　今回、雲仙市の統一した産業まつりとして初めて
行われ、市内外のお客さんで大いに賑わいました。

お仕事がんばってください
　11月23日の勤労感謝の日を前に、愛野町の小さ
き花の幼稚園が21日に愛野総合支所を訪れ､「い
つもお仕事お疲れ様です｡」と、マーチング演奏
を披露し、感謝状などを贈りました。また、吾妻
町のあそか保育園と和光幼児園が市役所を訪れ、
手づくりのカレンダーなどを贈りました。

小浜のまちを明るく彩る
　「小浜のまちを楽しく明るくしよう！」と、市商
工会青年部小浜支部と小浜温泉観光協会まちあるき
部会が、12月６日と７日に小浜の商店街で「シャッ
ターペインティング事業」を行いました。絵を描い
たのは長崎大学教育学部の学生たち。７日には地元
の子どもたちや産業まつりに来た人たちも加わり、
小浜のまちを明るく彩りました。

精魂込めすぎました

思わずため息　花の芸術作品
　11月６日から３日間開かれた南串山町菊花展。
例年、県菊花展に出品する作品を、今年は、30周
年記念として、地元ハマユリックスに展示しました。
厚物や懸崖、総合花壇と呼ばれるいろんな菊の花は、
同町菊愛好会の皆さんが、この期間に花のピークを
迎えるように１年をかけて手入れしたもので、その
美しさは技術と努力のたまものでした。
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まちの話題
100回目のハッピーバースデイ♪
　元気に100歳の誕生日を迎えられた２人に、市からお祝いが贈られました。
　11月20日に誕生日を迎えられた宮田トキワさん（小浜町）に、金子副市長からお祝いが手渡されました。
宮田さんは、副市長からのお祝いの言葉に、とてもうれしそうに耳を傾けていらっしゃいました。
　また、11月25日に誕生日を迎えられ、金子副市長からお祝いを手渡された渡邊イチさん（国見町）は、「幸
せいっぱい、喜びいっぱい！」と話し、素敵な歌声を披露してくださいました。
　これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

音楽ってやっぱりいいね
　11月29日、吾妻町ふるさと会館で「第２回雲仙市民音楽祭」が行
われました。市内の音楽愛好家13組が出演し、日頃の音楽活動の成
果を披露しました。
　会場にはコーラスのきれいなハーモニーや、ピアノ、ギターなど
様々なジャンルの美しい音楽が響き渡り、観客を魅了しました。

大・大・大盛況！！
　12月７日、小浜町「湯遊道商店街」を主会場に、
「第１回雲仙市産業まつり～秋の収穫祭～」が行わ
れました。
　当日は、市内から92団体の出店があり、雲仙ブラ
ンド品をはじめ、農産物、海産物などが販売されま
した。また、雲仙牛や瑞穂産カキの試食、じゃがい
もや肉じゃがの無料配布には長蛇の列ができ、皆さ
んほくほく顔。雲仙ハマチのつかみ取りでは､「ほ
ら、そこそこ！早く！」と、捕まえる本人よりも応
援者が盛り上がる１コマも。ステージでは瑞宝太鼓、
琉球國祭り太鼓やマーチングの演奏など多彩な催し
があり、まつりをより盛り上げました。
　今回、雲仙市の統一した産業まつりとして初めて
行われ、市内外のお客さんで大いに賑わいました。

お仕事がんばってください
　11月23日の勤労感謝の日を前に、愛野町の小さ
き花の幼稚園が21日に愛野総合支所を訪れ､「い
つもお仕事お疲れ様です｡」と、マーチング演奏
を披露し、感謝状などを贈りました。また、吾妻
町のあそか保育園と和光幼児園が市役所を訪れ、
手づくりのカレンダーなどを贈りました。

小浜のまちを明るく彩る
　「小浜のまちを楽しく明るくしよう！」と、市商
工会青年部小浜支部と小浜温泉観光協会まちあるき
部会が、12月６日と７日に小浜の商店街で「シャッ
ターペインティング事業」を行いました。絵を描い
たのは長崎大学教育学部の学生たち。７日には地元
の子どもたちや産業まつりに来た人たちも加わり、
小浜のまちを明るく彩りました。

精魂込めすぎました

思わずため息　花の芸術作品
　11月６日から３日間開かれた南串山町菊花展。
例年、県菊花展に出品する作品を、今年は、30周
年記念として、地元ハマユリックスに展示しました。
厚物や懸崖、総合花壇と呼ばれるいろんな菊の花は、
同町菊愛好会の皆さんが、この期間に花のピークを
迎えるように１年をかけて手入れしたもので、その
美しさは技術と努力のたまものでした。
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健 康 が い ち1月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
炊き込みおこわ力

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：419kcal
　たんぱく質：9.0g
　塩　　　分：3.0g

材料（４人分） 作り方
もち米 ………………3カップ
水 …………………2.3カップ
きくらげ（乾） …………5枚
にんじん ……………… 150g
昆布茶 ……………小さじ1強
油 ……………………… 適宜
Ａ
　うすくち醤油 ……大さじ4
　酒 …………………大さじ3

もち米は洗って、約２時間水につけておく。
戻したきくらげとにんじんを２㎝ほどの細
切りにする。
②の材料を油で炒め、Ａの調味料で下味を
つける。
釜に水切りした米と適量の水を入れ、昆布
茶を振り入れたあと、③の具を乗せて炊く。
15分ほど蒸らしたら、よく混ぜ合わせた
らできあがり。

もち米だけでもおいしいですが、もち米とうるち米
を２対１の割合で炊いてもおいしくできあがります。

※

①
②

③

④

⑤

中に入れる具は、いろいろと工夫してみてください。

【日にち・会場】 上記の「赤ちゃん健康相談」の時に、隣の部屋で
 開きます。
【時　間】 午前10時～午後３時（自由に来て、帰ることができます）
【対象者】 プレママパパ、乳幼児を持つ親・家族、地域の人
【登録料】 初回300円（２回目以降無料）…保険代

　手づくり布おもちゃや木のお
もちゃ、絵本などが待っています。
ぜひ、お弁当持参で来てね♪

※この事業は雲仙市市民提案事業の採択事業です。

問 やまぼうしの会～わらべを囲む人の輪～
 ☎090-9609-8422（代表：桑田）

子育てひろば

ぽっかぽか

　全国の自殺による死亡者は、毎年３
万人を超え、社会的な問題となってい
ます。雲仙市においても、毎年約20人
が自殺で亡くなられています。
　自殺は身近に起こる社会問題で、地
域全体で取り組むべき重要な課題です。
自殺予防の第一歩は、市民一人ひとり
が、こころの健康問題や自殺予防に対
する関心を高め、正しく理解すること
が大切です。
　雲仙市では、自殺予防対策の一環と
して講演会を開きます。皆さまのお越
しをお待ちしています。

■問い合わせ
　健康づくり課（☎38-3111）

自殺を防ごう　雲仙から自殺を防ごう　雲仙から
～知ることからはじめよう～

平成20年度　こころの健康づくり講演会

演　題
　「自殺予防の基礎知識
　　　～大切な人を自殺から守るために～」
講　師
　長崎こども・女性・障害者支援センター
　精神科医師　千葉　洋介　先生

○瑞穂会場○
　日時：平成21年1月25日（日）
　　　　午後2時～4時（午後1時30分開場）
　会場：瑞穂町公民館
○千々石会場○
　日時：平成21年2月8日（日）
　　　　午後2時～4時（午後1時30分開場）
　会場：千々石町公民館
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健 康 が い ち1月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
炊き込みおこわ力

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：419kcal
　たんぱく質：9.0g
　塩　　　分：3.0g

材料（４人分） 作り方
もち米 ………………3カップ
水 …………………2.3カップ
きくらげ（乾） …………5枚
にんじん ……………… 150g
昆布茶 ……………小さじ1強
油 ……………………… 適宜
Ａ
　うすくち醤油 ……大さじ4
　酒 …………………大さじ3

もち米は洗って、約２時間水につけておく。
戻したきくらげとにんじんを２㎝ほどの細
切りにする。
②の材料を油で炒め、Ａの調味料で下味を
つける。
釜に水切りした米と適量の水を入れ、昆布
茶を振り入れたあと、③の具を乗せて炊く。
15分ほど蒸らしたら、よく混ぜ合わせた
らできあがり。

もち米だけでもおいしいですが、もち米とうるち米
を２対１の割合で炊いてもおいしくできあがります。

※

①
②

③

④

⑤

中に入れる具は、いろいろと工夫してみてください。

【日にち・会場】 上記の「赤ちゃん健康相談」の時に、隣の部屋で
 開きます。
【時　間】 午前10時～午後３時（自由に来て、帰ることができます）
【対象者】 プレママパパ、乳幼児を持つ親・家族、地域の人
【登録料】 初回300円（２回目以降無料）…保険代

　手づくり布おもちゃや木のお
もちゃ、絵本などが待っています。
ぜひ、お弁当持参で来てね♪

※この事業は雲仙市市民提案事業の採択事業です。

問 やまぼうしの会～わらべを囲む人の輪～
 ☎090-9609-8422（代表：桑田）

子育てひろば

ぽっかぽか

　全国の自殺による死亡者は、毎年３
万人を超え、社会的な問題となってい
ます。雲仙市においても、毎年約20人
が自殺で亡くなられています。
　自殺は身近に起こる社会問題で、地
域全体で取り組むべき重要な課題です。
自殺予防の第一歩は、市民一人ひとり
が、こころの健康問題や自殺予防に対
する関心を高め、正しく理解すること
が大切です。
　雲仙市では、自殺予防対策の一環と
して講演会を開きます。皆さまのお越
しをお待ちしています。

■問い合わせ
　健康づくり課（☎38-3111）

自殺を防ごう　雲仙から自殺を防ごう　雲仙から
～知ることからはじめよう～

平成20年度　こころの健康づくり講演会

演　題
　「自殺予防の基礎知識
　　　～大切な人を自殺から守るために～」
講　師
　長崎こども・女性・障害者支援センター
　精神科医師　千葉　洋介　先生

○瑞穂会場○
　日時：平成21年1月25日（日）
　　　　午後2時～4時（午後1時30分開場）
　会場：瑞穂町公民館
○千々石会場○
　日時：平成21年2月8日（日）
　　　　午後2時～4時（午後1時30分開場）
　会場：千々石町公民館

乳幼児予防接種
事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後３カ月～６カ月未満
15日（木） 13:30～13:50 国見農村環境改善センター

21日（水） 13:30～13:50 千々石保健センター
☆生後３カ月を過ぎたら、ＢＣＧから接種しましょう。	
	 	
母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

国 見
(午前）１歳未満（H20年１月～８月生）

８日（木）
9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ20年９月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H20年１月～８月生）

９日（金）
9：30～10：30

瑞穂町公民館
(午後）Ｈ20年９月生 13：30～13：45

小浜･南串山
(午前）１歳未満（H20年１月～８月生）

14日（水）
9：30～10：30

南串山保健福祉センター
(午後）Ｈ20年９月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H20年１月～８月生）

16日（金）
9：30～10：30

千々石保健センター
(午後）Ｈ20年９月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H20年２月～９月生） ２月３日

（火）
9：30～10：30

吾妻保健センター
(午後）Ｈ20年10月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H20年２月～９月生） ２月５日

（木）
9：30～10：30

愛野保健福祉センター
(午後）Ｈ20年10月生 13：30～13：45

１歳６カ月児
健康診査

小浜･南串山 Ｈ19年４月～６月生 20日（火） 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

国 見 Ｈ19年５月～６月生 23日（金） 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

瑞 穂・吾 妻 Ｈ19年５月～６月生 27日（火） 13：00～13：15 吾妻保健センター

愛野・千々石 Ｈ19年４月～６月生 29日（木） 13：00～13：15 愛野保健福祉センター

２歳児親子
歯科健康診査 小浜・南串山 Ｈ18年５月～７月生 30日（金） 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、1歳6カ月児健康診査、2歳児親子歯科健康診査の対象者には健康づくり課から通知します。

献血

 あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
 愛の献血にぜひご協力ください。

日付 時　間 場　所

１５日（木）
  9:00～13：00 県立小浜高等学校

14：30～16：00 小浜自動車工業㈲

☆場所・時間等が変更になる場合もあります。
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千々石地区下水道事業説明会

下水道課

１月中旬から始まります
　千々石地区の下水道事業説明会を行
います。市となって初めての説明会で
すので、ぜひお越しください。
時間は午後８時から約１時間を予定し
ています。

地区 日　程 会　　場
北船津 １月13日（火）

千々石総合支所

南船津 14日（水）
下　 峰 15日（木）
上　 峰 16日（金）
野　 田 19日（月）
小　 倉 20日（火）
木　 場 21日（水）木場ふれあい会館
問　下水道課　下水道管理班
� （☎38-3111）

税の障害者控除があります

福祉課

所得税・市県民税における障害者
控除対象者認定の申請について
　福祉事務所長から障害者控除対象者
として認定を受けると、税の申告時に
障害者控除を受けることができます。
対象者
　65歳以上（平成21年1月1日現在）
で障害者手帳の交付を受けていない人
が、寝たきりや認知症などの状態にあ
り、判定基準項目に一定以上の該当が
ある人
申請に必要なもの
　市役所または各総合支所に備え付け
の申請書および心身の状態の調査票

（医師など第三者による証明が必要です）
申請場所
　福祉事務所福祉課、福祉課吾妻駐在、
各総合支所市民生活課
※この申請は障害者控除を受けるため

のものです。本人または扶養者が所
得税・市県民税非課税の場合には必
要ありません。
問　福祉課　障害福祉班�(☎36-2500）

入札参加資格審査申請書受付中

管財課

　市が発注する建設工事・建設コンサ
ルタント業務等・物品調達およびその
他業務の入札・見積に参加を希望する
人は、入札参加資格審査申請書を提出
してください。
申請区分
①建設工事②建設コンサルタント業務等
③物品調達・その他業務
申請期限　１月30日（金）まで　
� ※郵送の場合は必着
申請書などについて　管財課または各
総合支所窓口に備え付けているほか、
市ホームページからもダウンロードで
きます。
提出方法　持参または郵送
※郵送により提出をする人で、受付確認

を要する場合は、返信用切手を貼った
封筒またははがきを同封してください。
提出先・問い合わせ　
〒859-1107　
長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地
雲仙市役所　総務部　管財課
� （☎38-3111）

人 事 異 動
人事異動についてお知らせしま
す｡ (　)内は前任です｡

◆平成20年12月１日付
○任期満了
　　鈴山　勝利
　　（教育委員会教育長）
○退職
　　池田　兼三
　　（千々石総合支所市民生活課
� 参事監兼課長）

◆平成20年12月２日付
○千々石総合支所
　支所長兼市民生活課長
　　福島　悟
　（千々石総合支所　支所長）

完璧な親なんていない！あなたらしい “子育て ”見つけよう

子育て・親育ち講座
 ノーバディーズ パーフェクト プログラム

 Nobody’s Perfect Program
　０歳～５歳までの子どもを持つ親のための学習とサポートプログラムです。参加者
が相互に学び合い、サポートし合うことを促進する「参加者中心」のスタイルで学習
します。ティータイムやゲームなどをはさんで、楽しく２時間を過ごしましょう♪

【日時】　１月27日、２月３、10、17、24日、３月３、10、17日
　　　　　 午前 10時～正午　（計８回 /火曜日 /全回参加が原則 /無料託児付）
【場所】　愛野町公民館
【定員】　14人（先着順）
【申込期限】　１月14日（水）まで
【参加料】　全８回で500円（お茶代）
【申し込み･問い合わせ】　雲仙市子育てサポートセンター（☎36-3306）

【日時】　５月９日（土）　午前９時30分～
【場所】　長崎県立総合運動公園陸上競技場　ほか
【参加資格】　長崎県在住の60歳以上（昭和25年４月１日以前に生まれた人）
【種目】　卓球、ゲートボール、ターゲット・バードゴルフ、わのわリング、ローン

ボールス、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ペタンク、マラソン、
弓道、剣道、太極拳、ソフトバレーボール、サッカー、水泳、ボウリング

【参加料】　500円
【申込期間】　１月５日（月）～２月20日（金）
【申込先】　市福祉課、市社会福祉協議会、市老人クラブ連合会
　　　　　または各種競技団体のいずれか

第６回 長崎県ねんりんピックスポーツ交流大会参加者募集

(財)県すこやか長寿財団　健康生きがい推進課（☎095-847-5212）問

2
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嘱託職員保健師募集

健康づくり課

雇用期間　
２月２日（月）～３月31日（火）
勤務日　月曜日～金曜日

（祝日および年末年始の休日を除く）
勤務時間　
　午前８時30分～午後５時15分
� （１日８時間）
勤務場所　健康づくり課
応募資格　保健師の免許を有する６５歳
未満（平成20年４月１日現在）で、
勤務可能な人
募集人員　１人
業務内容　予防接種や乳児健診などの
業務および健康づくりに関する事務
報酬　月額160，０００円（勤務手当有）
社会保険等　
健康保険、厚生年金、雇用保険
採用方法　面接
申込期間　１月５日（月）～ 16日（金）
　　　　　　　（郵送の場合は必着）
※面接日、場所などは後日通知します。
申込方法　健康づくり課、人事課、各
総合支所市民生活課に備え付けの「嘱
託職員申込書」に写真を貼り、必要事
項を自筆で記入の上、免許の写しを添
えて健康づくり課、人事課、または各
総合支所市民生活課に提出してくださ
い。
問　健康づくり課　健康推進班
� （☎38-3111）

パスポート(旅券)申請業務嘱託職員募集

市民課

雇用期間　平成21年４月１日
� ～平成22年３月31日
勤務日　月曜日～金曜日

（祝日および年末年始の休日を除く）
勤務時間　午前８時30分
� ～午後５時15分
� （１日８時間）
勤務場所　市民課
応募資格　65歳未満(平成21年４月
１日現在)の人で、簡単なパソコン操
作ができ、通勤可能な人
※本採用前に1週間程度の研修があり

ます
募集人員　１人
業務内容　パスポート申請手続きおよ
び市民課に付帯する事務
報酬　月額１２８，０００円（勤務手
当有）
社会保険等　
健康保険、厚生年金、雇用保険
採用方法　作文・面接

（採用試験は２月８日（日）実施予定）
申込期間　１月５日（月）～ 26日（月）
� （郵送の場合は必着）
申込方法　市民課、人事課、各総合支
所市民生活課に備え付けの「嘱託職員
申込書」に写真を貼り、必要事項を自
筆で記入の上、市民課、人事課、また
は各総合支所市民生活課に提出してく
ださい。
問　市民課　戸籍班� （☎38-3111）

国民年金からのお知らせ

保険年金課

◎国民年金保険料の収納業務を民
間事業者に委託しています

　県内の社会保険事務所において、国
民年金保険料が未納となっている人に
対する「電話や文書による納付督励」
や「戸別訪問による納付督励および保
険料の収納業務」を、下記の民間事業
者に委託しています。
　委託を受けた民間事業者が電話や文
書、戸別訪問などで国民年金保険料の
納付の案内を行います。

◆業務委託先◆
　名古屋市千種区仲田2丁目15番8号
　　株式会社　アイ・シー・アール
　　☎052-744-0072

問　諫早社会保険事務所　国民年金課
� （☎0957-25-1666）

◎年金にかかる税金について
　老齢年金は、所得税法の雑所得とし
て扱われ、所得税がかかることになっ
ています。
　65歳未満の人でその年の受給額が
108万円以上の人や65歳以上の人で
158万円以上の人の場合は、原則と
して所得税がかかります。年金に課税
される所得税は、各支払月に支払われ
る額から源泉徴収されます。
　老齢年金を受給している人には、１
月下旬に前年分の源泉徴収票を送付し
ていますので、確定申告の際に税務署
に提出してください。
　また、亡くなった人の源泉徴収票は、
ご本人がいないため交付を行っていま
せんが、亡くなった人の確定申告（準
確定申告）に源泉徴収票が必要となる
場合は、社会保険業務センターへ交付
の申請をしてください。
　申請書は、お近くの社会保険事務所
に備え付けています。
問　ねんきんダイヤル
� （☎0570-05-1165）

地域おこし
セミナー活き生き夢トーク

　世の中が混沌として、地域経済の閉塞感が漂う中、地域全体が活き生きと
仕事をし、活き生きと生活していくことが重要です。
　入場は無料です。みんなで閉塞感打破のヒントをつかみましょう！

【日時】　1月 17日（土）　午後１時30分～４時30分
【場所】　吾妻町ふるさと会館
【基調講演】　「豊かさ創造の地域社会」
　　　　　　潮谷　義子氏（前熊本県知事）
【シンポジウム】
○助言者：潮谷有ニ氏
○シンポジスト：久部貞男氏、楠田喜熊氏、草野有美子氏、薄田良二氏
○コーディネーター：酒井龍彦氏

福祉課　障害福祉班（☎36-2500）問

市からのお知らせINFORMATION
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雲
仙
市
特
別
支
援
教
育
研
究
会

学
習
発
表
会

　

市
内
の
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
が
発
表
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分
～

場
所　

愛
野
町
公
民
館　

講
堂

発
表
内
容　

歌
・
合
奏
／
劇
／
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

発
表
）
／
縄
跳
び
な
ど
日
頃
の
学
習
／

作
品
の
展
示

問　

雲
仙
市
特
別
支
援
教
育
研
究
会

☎
０
９
５
７
（
77
）
２
０
４
３

お
楽
し
み
交
流
会

　

平
成
20
年
度
の
雲
仙
市
市
民
提
案
事

業
採
択
事
業
で
あ
る
「
子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
っ
か
ぽ
か
」
の
一
環
と
し
て
、
子
育

て
中
の
親
子
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
目
的
に
、
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館

�

（
瑞
穂
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
内
）

内
容　

○
国
見
高
校
マ
モ
ッ
タ
ー
バ
ン
ド
の
演
奏

○
人
形
劇
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

○
皿
回
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

※
友
情
出
演 

オ
ペ
ラ
歌
手 

松
本
俊
哉
氏

問　

や
ま
ぼ
う
し
の
会

☎
０
９
０
（
９
６
０
９
）
８
４
２
２

�

（
代
表
桑
田
）

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
や
知

識
を
持
ち
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

問　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

城
臺

☎
０
９
５
７
（
74
）
４
０
７
４

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
体
験

イ
ベ
ン
ト「
五
感
を
使
っ
て
雲
仙

の
自
然
を
知
ろ
う
！
守
ろ
う
！
」

～
輝
く
霧
氷
と
ポ
カ
ポ
カ
地
獄
編
～

　

霧
氷
と
地
獄
に
つ
い
て
五
感
を
使
っ

て
楽
し
く
学
び
体
験
し
ま
す
。
自
然
が

好
き
な
子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

日
時　

１
月
31
日
（
土
）

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

集
合　

雲
仙
お
山
の
情
報
館

対
象　

小
学
１
年
生
～
中
学
生

�

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
昼
食
・

防
寒
着
・
雨
具
な
ど

申
し
込
み
方
法　

１
月
25
日
（
日
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問　

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
務

局
（
雲
仙
お
山
の
情
報
館
内
）

☎
０
９
５
７
（
73
）
２
５
４
３

第
11
回
長
崎
県
高
等
学
校
島
原

半
島
美
術
展

　

島
原
半
島
地
区
高
校
生
の
部
活
動
や

授
業
で
制
作
し
た
美
術
品
約
１
０
０
点

を
展
示
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

２
月
７
日
（
土
）
～
11
日
（
水
）

　
　
　
　

※
９
日
は（
月
）休
館

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

※
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で

場
所　

島
原
文
化
会
館　

展
示
ホ
ー
ル

問　

長
崎
県
立
島
原
高
等
学
校

☎
０
９
５
７
（
63
）
７
１
０
０

雲
仙
市
商
工
会
地
域
力
連
携
拠

点
経
営
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
希
望
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
１
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
市

商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー「
成
長
と
変
化
」

日
時　

１
月
15
日
（
木
）

　
　
　

午
後
５
時
～
７
時

場
所　

料
亭
藤
本
（
国
見
町
）

②
創
業
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

市
商
工
会
本
所
（
愛
野
町
）

③
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
「
資
金
繰
り
を

円
滑
に
す
る
超
経
営
術
」

日
時　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

南
島
原
市
商
工
会
深
江
支
所

④
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
21
日
（
水
）

　
　
　

午
後
６
時
～
10
時

場
所　

市
商
工
会
国
見
支
所

⑤
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　

市
商
工
会
本
所
（
愛
野
町
）

申
込
・
問　

雲
仙
市
商
工
会

☎
０
９
５
７
（
36
）
３
９
１
１

模
擬
家
事
調
停
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

日
時　

１
月
29
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

場
所　

長
崎
市
立
図
書
館

内
容　

現
職
裁
判
官
に
よ
る
講
演
及
び

「
離
婚
」
を
題
材
と
し
た
模
擬
調
停
の

実
演

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問　

長
崎
家
庭
裁
判
所
事
務
局

�

総
務
課
庶
務
係

☎
０
９
５
（
８
０
４
）
４
１
４
４

雲
仙
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
の
密
漁
の
禁

止
～
密
漁
事
件
に
係
る
罰
則
が
強
化
～

　

密
漁
な
ど
の
無
許
可
漁
業
や
禁
止
漁

業
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
長
崎
県
漁
業
調
整
規
則
の
改
正
に
よ

り
、
処
罰
が
よ
り
重
い
「
漁
業
法
」
な

ど
に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

雲仙小浜ハーフ・マラソン大会へのお願い
　1月11日(日)に、日本陸連公認の雲仙小浜マ
ラソンコースにおいて､「第38回雲仙小浜ハー
フ・マラソン大会」が行われます。
　中学生、高校生、一般男子などの種目に分か
れ、石合公園付近を午前11時から順次スタート
し、午後1時ごろに終了する予定です。
　沿道で皆さんの温かいご声援をお願いします。
　また、当日は交通規制が行われますので、皆
さんのご協力をお願いします。

情　報
Information

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500
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▼
強
化
さ
れ
た
罰
則
の
内
容

（
改
正
前
）　

　

懲
役
６
月
以
下
又
は
罰
金
10
万
円
以

下
、
又
は
こ
れ
を
併
科
（
長
崎
県
漁

業
調
整
規
則
第
６
条
・
第
37
条
の
罰

則
適
用
）

⬇　

（
改
正
後
）

　

懲
役
３
年
以
下
又
は
罰
金
２
０
０
万

円
以
下
、
又
は
こ
れ
を
併
科
（
改
正

前
の
罰
則
が
廃
止
さ
れ
、
漁
業
法
・

水
産
資
源
保
護
法
に
規
定
さ
れ
た
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
）

※
海
岸
付
近
な
ど
で
不
審
な
人
や
車
、

ま
た
は
船
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
警

察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で

す
。
１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に
つ
い

て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
１
１
０
番
は
緊
急
の
事
件
・
事
故
を

受
け
る
電
話
で
す
。
緊
急
で
な
い
用

件
は
、「
＃
９
１
１
０
番
」ま
た
は「
雲

仙
警
察
署
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
１
１
０
番
を
か
け
る
と
き
は
、
携
帯

電
話
・
家
庭
の
加
入
電
話
で
も
市
外

局
番
な
し
の
「
１
１
０
」
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
１
１
０
番
は
雲
仙
警
察
署
に
直
接
つ

な
が
る
の
で
は
な
く
、
長
崎
県
警
本

部
通
信
司
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
報
し
た
ら
、
次
の
①
～
⑤
を
係
員

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

①
「
事
件
」
か
「
事
故
」
か

　

②
発
生
し
た
場
所
（
市
名
・
町
名
・

目
印
と
な
る
目
標
物
）

　

③
犯
人
の
格
好
や
逃
げ
た
方
向
な
ど

　

④
け
が
や
被
害
の
有
無

　

⑤
あ
な
た
の
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど

▼
携
帯
電
話
で
通
報
す
る
と
き
は
、
発

生
場
所
の
番
地
や
目
標
物
、
電
柱
番

号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
通

話
中
は
で
き
る
だ
け
場
所
を
移
動
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

雲
仙
警
察
署　

☎
０
９
５
７
（
75
）
０
１
１
０

多
重
債
務
の
返
済
で
お
困
り
の

か
た
へ

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
ロ
ー
ン
に
よ

る
多
重
債
務
の
返
済
で
お
困
り
の
か
た

の
た
め
の
「
法
律
・
家
計
相
談
会
」
を

予
約
制
で
開
き
ま
す
。
相
談
は
弁
護
士

や
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
が
行

い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
27
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち　
５
階
会
議
室

予
約
受
付
期
間　

　
　

１
月
19
日
（
月
）
～
22
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

予
約
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
（
６
６
６
）
４
５
２

受
付
定
員　

先
着
24
人

問　

財
団
法
人 

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会　

福
岡
支
部

☎
０
９
２
（
７
３
９
）
８
１
０
８

平
成
20
年
度 

第
３
回
甲
種
・
乙
種

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

日
時　

２
月
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）

（
甲
種
／
２
日
間
、
乙
種
／
12
日
の
み
）

場
所　

小
栗
ふ
れ
あ
い
会
館（
諫
早
市
）

定
員　

１
０
０
人

申
込
期
間　

１
月
19
日
（
月
）
～
２
月
５
日
（
木
）

申
込
・
問　

小
浜
消
防
署
予
防
設
備
課

☎
０
９
５
７
（
74
）
３
２
３
１

平
成
20
年
度 

狩
猟
免
許
試
験

試
験
の
種
別　

わ
な
猟
狩
猟
免
許

日
時　

２
月
15
日
（
日
）　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

場
所　

諫
早
文
化
会
館

申
込
期
間　

１
月
７
日
（
水
）
～
28
日
（
水
）

申
込
・
問　

・
島
原
振
興
局
管
理
部
総
務
課

　

☎
０
９
５
７
（
63
）
０
１
１
１

・
県
農
林
部
農
政
課
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
９
１
７

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

�

　

参
加
者
募
集

　

野
外
活
動
を
通
し
て
仲
間
と
助
け
合

う
楽
し
さ
を
知
り
、
ま
た
在
日
外
国
人
小

学
生
と
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
言
語

や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
ま
す
。

期
間　
３
月
27
日（
金
）～
４
月
２
日（
木
）

�

（
６
泊
７
日
）

場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

説
明
会　

２
月
21
日
（
土
）　

午
後
３
時
30
分
～

オ
ク
タ
ー
ブ
ビ
ル

（
博
多
区
博
多
駅
前
４
︲
13
︲
８
）

定
員　

小
学
生
３
５
０
人
（
小
学
生
２

年
～
６
年
生
／
外
国
人
小
学
生
も
含
む
）

申
込
期
限

３
月
６
日
（
金
）
ま
で　

※
先
着
順

出
発
地
・
参
加
費　

【
長
崎
地
区
】 

長
崎
空
港（
11
万
１
千
円
）

資
料
請
求
・
申
込
・
問　

財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
６
０
︲
０
０
０
４　

東
京
都
新
宿

区
四
谷
２
︲
11　

大
村
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w

.kskk.or.jp

雲仙の霧氷を楽しみませんか

【日時】　２月８日（日）
　　　　集合：午前９時
※中止の場合は、前日午後６時
ごろに連絡します。

【場所】　池の原第３駐車場
【人数】　20人（先着順）
【対象】　雲仙市在住の人（小学生

以下は原則として保護者同
伴、登山行動に耐えうる体
力がある人）

【持参する物】　弁当、飲料水、雨
具、登山にふさわしい格好
【参加費】　無料
【申込期間】　
１月５日（月）～30日（金）
【申込先】　
〈郵送〉
　〒854-0703
　雲仙市南串山町丙9738-1
　雲仙市山岳協会事務局 中島宛
〈メール〉
　unzenmountain@yahoo.co.jp

雲仙市山岳協会事務局
☎090-9492-5820（中島）

問

吾妻カップナイターバレーボールリーグ参加チーム募集
【日時】　２月７日（土）～（毎週火・木・土曜日実施）
　　　　　午後８時～（２月７日の開会式は午後７時30分～）
【場所】　吾妻体育館
【参加条件】　市内に居住または勤務する人（高校生以下は不可）／チーム編成、
　　　　　　チーム名は自由／１チームの登録は、監督１人、選手20人以内
【申し込み】　申込用紙を教育委員会生涯学習課（佐々木）または教育
　　　　　　委員会吾妻駐在へ２月２日（月）までに提出してください。

吾妻カップ実行委員会（梅本）　☎090-2399-6267問
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所在地

国 見 町

瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町

千々石町

小 浜 町

南串山町

電　　話
0957-78-2274
0957-78-2263
0957-78-2816
0957-78-3419
0957-78-2813
0957-78-3125
0957-77-3000
0957-77-3001
0957-77-2727
0957-77-4190
0957-20-0383
0957-38-2151
0957-38-2148
0957-36-0131
0957-36-1772
0957-37-2141
0957-37-3017
0957-74-3088
0957-73-3529
0957-74-5260
0957-76-0117
0957-74-9014
0957-74-2331
0957-74-9056
0957-74-2514
0957-88-2177
0957-88-2068
0957-88-3317

市内保育所(園)
土 黒 保 育 所
くにみ子ども園 たいら保育園
あ さ ひ 保 育 園
八 斗 木 保 育 園
神 代 保 育 所
中 央 保 育 園
円 福 寺 保 育 園
岩 戸 保 育 園
洗 心 保 育 園
正 覚 寺 保 育 園
大 福 寺 保 育 園
あ そ か 保 育 園
和 光 幼 児 園
愛 野 保 育 園
す ぎ の こ 保 育 園
ど ん ぐ り 保 育 園
な か よ し 保 育 園
あ す な ろ 保 育 園
雲 仙 保 育 園
恵 燈 保 育 園
小 浜 保 育 園
北 串 保 育 園
北 野 保 育 園
飛 子 保 育 園
富 津 保 育 園
八 幡 保 育 園
串 山 保 育 園
南 串 保 育 園

雲仙市立千々石幼稚園では、次のとおり平成21年度の園児を募集します。

◆入園資格　平成15年４月２日～平成16年４月１日
　　　　　　生まれの幼児
◆募集人員　５歳児　合計35人（在園児含む）
◆教育時間　通常：午前８時～午後２時30分
◆保育料等　保育料：5,000円（月額）
　　　　　　入園許可手数料：1,500円（新入園児のみ）
◆入園願書受付
　　　　　　１月５日（月）～２月13日（金）
　　　　　　までに「入園願書」を教育委員会学校教育課
　　　　　　または千々石幼稚園へ提出してください。

※本幼稚園は、平成21年度末に閉園となります。

・教育委員会学校教育課　☎0957(37)3113
・千々石幼稚園　　　　　☎0957(37)2140

問

雲仙市立千々石幼稚園

　４月から新規に保育所入所を希望する児童の
申し込みを受け付けます。

◆対象者　・０歳児～５歳児
　　　　　　（平成21年４月１日現在）
　　　　　・保護者が仕事または病気などの
　　　　　　理由で保育ができず、ほかに保
　　　　　　育する人がいないと認められ、
　　　　　　入所基準に適合する児童
◆申込期間　１月７日（水）～30日（金）
◆申し込み受付
　　　　　　・福祉事務所福祉課
　　　　　　・各総合支所市民生活課
　　　　　　・福祉課（吾妻駐在）
　　　　　　・市内の各保育所（園）
　　　　　　※くにみ子ども園は、
　　　　　　　直接申し込みください

問 福祉事務所　福祉課　
☎0957(36)2500

雲仙市内保育所（園）

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

日 電話番号 所在地
1月1日

2日

3日

4日

11日

12日

18日

25日

1日

8日

宮﨑歯科医院
立川歯科医院
いなだ歯科
山崎歯科医院
山口歯科医院
渡邉歯科医院
寺田歯科診療所
田口歯科医院
みやざき歯科
馬場歯科医院
大岡歯科医院
広田歯科医院
大場歯科医院
萩尾歯科医院
みなと歯科医院
津田歯科医院
キタ忍歯科医院
永田歯科医院
植木歯科医院
天野歯科

62-1180
87-4547
62-2901
87-3163
62-3016
87-2121
62-4427
87-2263
62-7300
88-3215
63-7616
88-3800
62-4579
74-5100
63-1747
75-0281
63-6711
37-2007
62-3765
37-2121

島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南串山町
島原市
南串山町
島原市
小浜町
島原市
小浜町
島原市
千々石町
島原市
千々石町

■人　口：49,740人（前月比－21人）
　　　　　  男性：23,589人／女性：26,151人
■世帯数：16,470世帯（前月比－8）
　※平成20年11月末現在（住民基本台帳）

ひとのうごき（雲仙市の人口）

■月：
■火：
■水：
■木：
■金：
■土・日：

冷え性
足首の腫れ
｢心臓に雑音が聞こえます｣と言われたら
唇の荒れ
認知症の早期発見
　　男性の更年期障害

　５歳までの乳幼児とその保護者や妊婦さんな
どが自由に集えて遊ぶことができる場所です。
どなたでも利用できます。
　子育てのアドバイザーが駐在し、子育てに関
する簡単なアドバイスや相談も行います。

【１月の開催予定】
　☆日時……８日（木）、22日（木）
　　　　　　午前10時～午後３時
　☆場所……愛野保健福祉センター
　　　　　　２階多目的研修室

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

　診療時間　午前9時～午後5時

■市県民税（４期）、国民健康保険税（７期）
　　　　　 2月２日（月）が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

今月の税

休日在宅当番医

子育てサポートセンターからのお知らせ

歯 科 医 院 名

日 医　療　機　関 電話番号 所在地
1月1日

2日

3日

4日

11日

12日

18日

25日

2月1日

8日

愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
松本医院
公立新小浜病院
中村眼科医院
天野医院
愛野診療所
木戸医院
松尾胃腸科外科医院
泌尿器科・皮ふ科 菅医院
梅津医院
菅医院
本田医院
公立新小浜病院
佐藤医院
菅耳鼻咽喉科

36-0015
74-2211
36-0015
74-2211
36-0015
74-2211
36-0053
74-2211
36-1060
37-2015
36-0009
74-2046
78-1000
88-3151
78-5156
74-2457
78-2768
74-2211
78-5555
88-3131

愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
千々石町
愛野町
小浜町
国見町
南串山町
国見町
小浜町
国見町
小浜町
国見町
南串山町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

【歯科】診療時間　午前9時～正午

子育てサロン「ひだまり」
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▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▼
お
雑
煮
や
お
せ
ち
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

こ
の
号
を
読
ん
で
い
る
人

も
中
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、あ
っ
た
か
い

鍋
や
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
、冬
は
お
い

し
い
も
の
が
多
い
季
節
で
す
▼
そ
ん
な

中
、雲
仙
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た「
雲
仙

ブ
ラ
ン
ド　

冬
の
大
試
食
会
」に
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
の
中

で
も
、冬
に
旬
を
迎
え
る
食
材
な
ど
を

使
っ
た
料
理
が
ズ
ラ
リ
▼
ち
ゃ
ん
と
食
事

を
済
ま
せ
て
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ぜ
ひ
、食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」の
声
に

思
わ
ず
手
が
…
。そ
の
お
い
し
さ
に
、つ
い

つ
い
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
暴
飲

暴
食
に
な
り
が
ち
な
こ
の
季
節
、体
調

管
理
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
。そ
ん
な
決

意
を
簡
単
に
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
魅
力
的

な「
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
」。ぜ
ひ
、皆

さ
ん
も
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
は
ね
ず
み
の
足
が
速
す
ぎ
て
、

置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
た
よ
う
な
不
思

議
な
感
覚
。気
が
つ
け
ば
、牛
が
い
ま
す
。

毎
年
感
じ
る
年
の
早
さ
で
す
が
、昨
年
は

格
別
で
し
た
。仕
事
の
性
質
上
、１
カ
月

先
取
り
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か

▼
２
０
０
８
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に

「
変
」が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、私
に
と
っ
て

も
、広
報
担
当
の
部
署
に
異
動
し
た
、ま

さ
に「
変
」の
年
で
し
た
▼
毎
月
、締
切
に

追
わ
れ
な
が
ら
の
広
報
紙
づ
く
り
で
す

が
、市
の
情
報
が
分
か
り
や
す
く
、ギ
ュ
ウ

〜
っ
と
詰
ま
っ
た
広
報
紙
に
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、今
年
も「
広
報
う
ん
ぜ

ん
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
今
年

は
私
に
と
っ
て
30
代
目
前
の
年
。せ
め
て

今
年
の
時
間
だ
け
は
、牛
の
歩
み

で
進
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
11
月

23
日
に
行
わ
れ
た
「
第
21
回
全
日

本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
全

日
本
吹
奏
楽
連
盟
な
ど
主
催
）の

中
学
の
部
で
、九
州
代
表
と
し
て
出

場
し
た
市
立
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
見
事
に「
金
賞
」を
受
賞
し
ま

し
た
。

 

同
大
会
へ
の
出
場
は
、今
回
が
４

回
目
。１
回
目
、２
回
目
の
出
場
の

際
に
は
、「
銀
賞
」を
受
賞
し
、３
回

目
の
出
場
で
悲
願
の「
金
賞
」を
受

賞
。昨
年
は
、４
大
会
連
続
で
出
場

で
き
な
い
規
定
に
よ
り
、２
年
ぶ
り

の
舞
台
で
の
金
賞
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、昨
年
の
12
月
に
は
別

の
大
会
の「
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全

国
大
会
」で
も「
金
賞
」
を
獲
得
し

て
い
る
た
め
、３
年
連
続
で
の「
金

賞
」
が
か
か
っ
た
今
大
会
、そ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
想
像
以
上
の
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、先
生
の
熱
い
指
導
や
Ｏ

Ｂ
、保
護
者
会
な
ど
の
協
力
を
受
け
、

ひ
た
向
き
に
努
力
し
た
日
ご
ろ
の

練
習
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
、

本
番
で
は
部
員
41
人
全
員
が
正
確

で
美
し
い
演
技
と
堂
々
と
し
た
力

強
い
演
奏
を
披
露
。見
事
３
年
連

続「
全
国
大
会
金
賞
受
賞
」と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
８
日
に
は
、小
浜
中
学

校
の
校
長
室
を
訪
れ
た
奥
村
市
長

に「
金
賞
」
受
賞
を
報
告
。部
長
の

進
藤
み
な
み
さ
ん
、副
部
長
の
川

野
美
保
さ
ん
、佐
藤
未
裕
さ
ん
の
ほ

か
、指
導
者
の
森
下
晃
英
さ
ん
、顧

問
の
永
田
先
生
、前
田
校
長
先
生

が
同
席
。「
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
金
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
報
告
に
、

奥
村
市
長
は
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

っ
た
日
々
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
の
大
き
な
財

産
に
な
る
は
ず
で
す
」と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

第
21
回
全
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
の
部
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